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天然ゼオライト利用研究の動向

野 田 修 司

島根県立工業技術センター

天然ゼオライト利用研究にあたり，その品質評価上重要な値であるCECの正確な測定法を提案し，

測定条件等を検討した。その結果，従来法ではクリノプチロライトのCECは不正確であることが認め
られた。また，天然ゼオライトを工業利用するとき不都合となりうる不純物を除去し高純度化天然ゼオ

ライトを得ることを試み，島根県産クリノプチロライトにおいて純度92魂のものを作製することに成功

した。これは，不純物として含有されていたモンモリロナイトの膨潤作用が粒子の解膠を促進したこと

が要因であった。次に，昨年イタリアで開催された第5回天然ゼオライト国際会議での興味の持てた利

用研究を8例紹介し，今後の利用研究の方向性について考察した。一つは，工業または建設材料の原料

として再検討することであり，国内では未研究であるゼオライトのポゾラン活性の利用研究であり，も

う一つはゼオライトの大きな陽イオン交換能を利用し，水の浄化，廃棄物の安定化及び環境改善に関す

る利用研究への展開が望まれた。

1、はじめに

国内で天然ゼオライトが開発されてからおよそ半

世紀が過ぎる。「古くて新しい資源」と呼ばれたこ

の鉱物ももはや「新しい」とは呼び難くなってきた。

周知のように天然ゼオライトは多くの特質を有し，

これを利用した用途が種々提案されてきた。そして，

多くの研究者と天然ゼオライトメーカーの方々の長

い年月をかけた努力による実証実験の結果，最近に

なってようやく世に知れ渡る産業資源として認めら

れるようになってきたように思える。

今年の春，国内の天然ゼオライトメーカーを会員

とするゼオライト工業会の総会において講演を依頼

され，その際メーカーの方々と情報交換する機会を

持たせていただいた。不景気のあおりもあって，ゼ

オライト業界においても多少意気消沈の感は否めな

かったが，開発から半世紀たった今でも天然ゼオラ

イトにたいする夢と期待が業界の方々のビジネスの

原動力になっていることを強く感じた。さて，筆者

の研究所では1974年頃に島根県産ゼオライトの埋

蔵量の調査を早急に行い，以来ゼオライトを県の有

用資源と評価し，メーカーの指導，品質評価法の確

立，工業分野での有効利用研究等を行ってきている。

しかし，その用途開発にはゼオライトの特質が種々

に渡るため，地質学，鉱物学，化学，物理学，生物

学，農学等の多くの知識が要求される。つまり，ゼ

オライトの用途開発は多分野の専門家の人々との情

報及び技術交流を基盤とすることが不可欠であり，

昨今の旺盛な異業種交流の流れの中で，新たな展開

が開始できるよう努力しまた願うところである。

天然ゼオライトの産状，特性および利用について

は本誌においてすでに詳細かつ明解な解説1～4）がな

されており，本稿では筆者達がこれまで行ってきた

天然ゼオライト利用研究の一部と最近の動向につい

て述べてみることにする。

2．天然ゼオライトの陽イオン交換容量測定法6）

CECは天然ゼオライトの品質評価上最も重要な

値である。この測定方法はショーレンベルジャー民

法が一般的であるが，筆者の経験によると，この方

法は0．5mm以下の微粒子試料をカラムに充壊してろ

過操作を行うため，目づまりが生ずることが多く，

再現性の悪い方法である。そこで，新たに開発した

CEC測定法について紹介する。

2．1試料及び実験方法

実験に供した試料は，島根県産ゼオライトの中で

も特に硬質である長久クリノプチロライト，天河内

モルデナイトの両試料，及びこれらをはぼ100藤Na

置換した試料とNa型モルデナイトを50髄程度Mg

置換したMg型モルデナイトである。

本実験で行ったCEC測定の原理はショーレンベ
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ルジャー民法に準じているが，操作において改良を

加え，次のように行った。

試料を粉砕して12～48meshに整粒し，水で洗

浄して微細粒子を除き100℃で乾燥する。これを飽

和塩化アンモニウム溶液の入ったデシケータに放置

して水分量を一定にする。この試料0．5gを精秤し，

200ml三角フラスコに入れ，1N酢酸アンモニウム

（AcONH。）溶液を100ml加え，シリコンゴムで栓

をする。この三角フラスコは室温での実験時には時

々撹拝を行う。また，三角フラスコを乾燥器に入れ

て80て二雰囲気で反応させる時は，加温により栓が飛

ばないように熱湯であらかじめ三角フラスコを加温

したのち栓をし，撹伴は行わない。一定時間浸潰の

後，試料の損失のないように上澄を捨て，試料を

50mlの80魂メチルアルコールで4回洗浄した後，

蒸留水を用いて300mlキュルダールフラスコに移

・し入れ，10裔塩化カリウム（KCl）溶液を100ml加

える。一定時間浸潰の後，水蒸気蒸留法と滴定によ

り，アンモニウムイオン量を測定し，CECを求め

る。以後この方法を浸潰法によるCEC測定法と呼

ぶことにする。

2．2 酢酸アンモニウム溶液の浸漬時間

秤量された試料は1NAcONH。溶液の浸潰により

NHJを完全に飽和しなければならない。このため

の最短浸漬時間を知るため，N打吸着量の時間変化
を測定した。その結果を図1に示した。クリノプチ

ロライトは，1日で飽和量1．52meq／gの80虜を置

換するが，その後完全に飽和するにはかなりの日数

を要する。Na型クリノプチロライトにおいては，
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の酢酸アンモニウム溶液の浸溝時間と

N打交換量の関係（室温）

長久クリノプチロライトよりもかなり迅速にNHニを
交換するが，7日間浸潰の後もわずかに交換量の増

大が見られ，完全には飽和していない。次に，長久

クリノプチロライトに対し浸潰を80℃雰囲気で行っ

た結果，NHJの交換量は，1時間で飽和量1．53meq
／gの83魂，7時間で98創こ達し，1日で完全に飽

和してた。また，天河内モルデナイト及びNa型，

Mg型モルデナイトに対し，室温で浸漬を行った結

果，N吋が飽和に至るまでの時間は，天河内モルデ
ナイトで1日，Na型で5時間，Mg型で1日といず

れの型においても室温におけるクリノプチロライト

の場合より迅速に飽和に達した。

2．3 10虜塩化カリウム溶液の浸漬時間

AcONH4溶液でN吋交換した試料は，10裔KCl
溶液でK＋置換することによって完全にN吋を放出
しなければならない。この最短浸潰時間を求めるた

め，各々のN吋飽和試料を用い，N吋放出量の時
間変化を測定した。その結果モルデナイト，クリノ

プチロライト共に1時間の10虜KCl溶液の浸漬で

完全にN吋を放出した。
2．4 1N酢酸アンモニウム溶液の浸漬時間と各

交換性陽イオン放出量の関係

この実験は，室温において長久クリノプチロライ

トについてのみ行った。経時的に1NAcONH4溶液

の上澄液の一部を採取し，交換牲陽イオン（EC）であ

るNa＋，K＋，Ca2＋，Mg2＋の濃度を原子吸光光度法に

よって測定し，これらと浸潰時間との関係を調べた。
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その結果を図2に示した。図の右端の値は80℃雰囲

気で試料を4日間1NAcONH。溶液に浸漬した上澄

液を測定したもので，全ECが完全に放出された時

の値である．Na＋，K＋においては数時間ではば完全

に放出された。これに対し，Ca2＋は1時間で34魂，

1日で85虜まで放出されたが，残る15藤が放出さ

れるにはさらに4日を要した。Mg2＋はユ時間で14

廃しか放出されず，1日では40虜，15日間浸潰さ

せても75廃しか放出されなかった。

2．5 CEC及びECの測定結果

各試料のCEC及びECの測定値を表1，2に示す。

ショーレンベルジャー民法においては溶液の浸漬時

間を1NAcONH。溶液を1日，80魂メチルアルコー

ルを5時間，10髄KCl溶液を7時間と設定した。

また，浸潰法においては1NAcONH4溶液の浸漬は

80℃雰囲気で行い，浸漬時間は1日とし，10魂KCl

溶液の浸漬は室温で行い，浸潰時間は1時間とした。

この結果より，ECとしてCa2＋，Mg2＋（特にM㌔＋）
の含有量の多いクリノプチロライトでは，従来の

CEC測定法であるショーレンベルジャー民法を用

いると低いCEC値となる知見を得た。

3．天然ゼオライトの高純度化6）

天然ゼオライトはゼオライト以外の不純物を含有

しておりその種類も量も産地により異なり，同一産

地の産品でも品質のばらつきがあること等により，

工業的用途等の高付加価値的利用には，いささか敬

遠されそうな側面を有していることもまた否めない

事実である。よって，天然ゼオライトの不純物を除

去し，その機能を向上させ，同時に品質の安定化を

図ることができれば，天然ゼオライトを高付加価値

的用途で利用することの可能性が開けると思われる。

次に，筆者らが試みた天然ゼオライトの高純度化研

究結果について述べることにする。

天然ゼオライトに含有される不純物は，⊥般に長

石，石英などの硬質の鉱物と，モンモリロナイト，

ガラス質などの軟質の鉱物であり，ゼオライトはこ

の中間程度の硬度を有すると推定される。このよう

な観点から，天然ゼオライトは粉砕方法の検討によ

って，ゼオライトの選択粉砕が可能ではないかと考
えた。

3．1湿式ボールミル粉砕による高純度化実験

供試ゼオライトは島根県産天河内モルデナイト及

び五十猛クリノプチロライトである。前者は粒度

0．5～1．Omm，後者は3～5mmのものを水洗により

表1浸漬法及びSchollenberger法による

各試料のCEC

試 料
CEC（meq／g）

浸漬法 Schollenberger法

長久クリノプチロライト

Na型クリノプチロライ

天河内モルデナイト

Na型モルデナイト

Mg型モルデナイト
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表2 各試料の交換性陽イオン組成
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ND：検出限界以下

微粉を除去し，風乾後，五十猛クリノプチロライト

は4～5meshに再整粒し，天河内モルデナイトはそ

のまま供試試料とした。

天然ゼオライトの湿式ボールミル粉砕により，叫

定粒度範囲へのゼオライト結晶の濃縮の可否を調べ

るため，各種条件でボールミル粉砕を行った。この

粉砕スラリーをフルイと遠心分離によって6段階に

分級し，重量法によって粒度分布を求めた。名分級

産物の純度はCECで評価し，不純物は粉末Ⅹ線回

折（ⅩRD）で定性的に評価した。

ボールミル粉砕条件は磁製ミル容量1J（外径130

mm，内径110mm，良さ120mm），回転数100rpm

（限界画転数の78魂），磁製ボール径2，3，4，5，10，

17，30mm，水量500ml，試料100g，粉砕時間20

時間とした。

分級粒径は0．4／‘m以下，0．4～2βm，2～3．5／‘m，

3．5～5／‘m，5～74βm，74／‘m以上とし，これら

を各々，Dl，D2，D3，D4，D5，D6とした。

3．2 高純度化実験結果と考察

天河内モルデナイトのポールミル粉砕による高純

度化実験の結果は図3に示したように，最もCEC

が高くなったのは，ボール径2mmで粉砕したとき

の0～0．4mmの粒径のものであり，そのCECは1．48

meq／gであり，収率は15．4魂であった。モルデナ

イト結晶の純品のCECが2．23meq／gとすれば，こ

の純度は66．4多となる。原試料はCECl．25meq／g



148

1．6

で1．0
【⊃■
l〉

6

U

lJ

U

ゼオ ラ イ ト

0

く＝ここ

0：Dl

▲：D2

□：D3

●：D4

▲：D5

■：D6

≦三三ン∨
▲
撃≡ぎ＝

V

2 3 4 5 10 17 30

ポール経（mm）

図3 天河内モルデナイトの粉砕ポール径

と分級産物のCEC

であるから，この純度は56．1多であり，10．3ポイン

ト純度が向上したという結果になる。これは，モル

デナイト結晶の大きさが写真1に見られるように太

さおよそ0．2ノ上m，長さ10／上mであることを考慮すれ

ば，0－0．4〃mの粒度範囲に濃集する事は当然の結

果である。しかし，XRDの結果からはこの範囲に

は石英，長石はあまり混入しないものの，相当量の

ガラス質，及びモンモリロナイトが混入しているた

め，純度の大幅な向上につながらなかったと考えら

れる。従って，これらの不純物を除去するためには，

さらに浮遊選鉱などの選鉱法を用いる必要がある。

五十猛クリノプチロライトのポールミル粉砕によ

る高純度化実験の結果は図4に示したように．最も

CECが高くなったのは，ポールを使用しないでポ

ールミルに試料と水を入れ，20時間回転して得ら

れた粉砕物の粒度5～74／‘mの分級産物であり，そ

のCECは2．Omeq／gであり，収率は34．1魂であっ

た。これはクリノプチロライト結晶の純品がCEC

2．18meq／gとすれば，純度は91．7魂となる。原試

料はCECl．56meq／gであるから，この純度は71．6

魂であり，20．1ポイントも純度が向上しており，高

純度クリノプチロライトが得られたといえる。

クリノプチロライト結晶の大きさは写真2より5

～74ノJmの粒度範囲にあることが確認でき，得られ

た高純度クリノプチロライトのSEM像はクリノプ

チロライト結晶の集合体であった。5～74／上mの分

級産物はボール径2～5mmでの粉砕の場合，分布量

が5魂以下と少なくなっていることから，クリノプ

チロライト結晶はポールによって粉砕され，より細

かい粒度のD2，D3に混入していると考えられる。

従って，ポールを使用した場合，高純度クリノプチ

（4）

写真1 天河内モルデナイト結晶のSEM像
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SEM像
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ロライトが得られなかったのは，ボールが小さい時，

クリノプチロライト結晶が粉砕されてしまうことに

より，ガラス質，クリストバライト，モンモリロナ

イトなどの結晶の小さい不純物と混入してしまうた

めである。一方，ボールが大きいときは大きな粒子

の長石が粉砕されて混入してしまうためと考えられ

る0

さて，ポール無しの時，高純度クリノプチロライ

トが得られたのは，五十猛クリノプチロライトに含

有されているモンモリロナイトの膨瀾性のためと考

えられる。写真2では，クリノプチロライト結晶を

モンモリロナイトと思われる結晶が歯んでいる様子

が観察された。また，この試料の薄片偏光顆微鏡写

真観測によってクリノプチロライト結晶はモンモリ

ロナイトによって取り囲まれるような形で広くかっ

均一に分布していることが確認できた。そして，画

像処理解析の結果このモンモリロナイトの含有量は

約16裔と推定された。

以上のことから，五十猛クリノプチロライトのよ

うに，モンモリロナイトの分布が均一で，その含有

量が20蕗近くある天然クリノプチロライトは，水を

加えた場合，モンモリロナイトの膨瀾作用が粒子の

解膠を促進する。これに，振動，回転などの運転を

加え，5～74ノJmの分級産物を回収すれば，約35虜

の収率で純度92留の高純度クリノプチロライトを得

ることができることが明らかになった。この高純度

化ゼオライトは生産が実用化され，粉末及びベレッ

ト状の製品が販売されている。

4．Zeolite，97における利用研究事例ア）

昨年9月イタリアのナポリ市沖に浮かぶIschia島

で開催された第5回天然ゼオライト国際会議に参加

し，世界における利用研究の現状を知る機会を得た。

次に，興味を引いた研究事例の概要を紹介する。

（1）「表面処理ゼオライトによる汚染物質の吸着」

（USA）

ゼオライト表面の交換性イオンはへキサドデシル

トリメチルアミンのような高分子第4アミンとイオ

ン交換できる。そして，内部のゼオライト交換サイ

トはそのまま保持される。その結果．表面は疎水性

を呈し，アミンの正荷電のため表面では陰イオン交

換が可能となり，この表面処理ゼオライト（SMZ）

は水汚染物質の3種（無機陽イオン，無機陰イオン，

無極性有機物）を吸着でき，地下浸透のバリア材等

の環境応用に有効となる。このSMZはSr2∴pb21

CrO∴ベンゼン，トルエン，ヰシレン，パークロ
ロエチレンを良く保持した。

（2）「凝集と天然ゼオライトの前処理を具備した

浸出排水の処理」（韓国）

韓国における廃棄物埋立地の浸出排水はアンモニ

ア濃度が高く，この流出により，河川水は富栄養化

等の悪影響を受けている。通常の活性汚泥法でのこ

の浸出排水の処理は，高濃度のアンモニアが硝化脱

窒を妨害するため有効でない。そこで，塩化鉄と韓

国産のclinoptiloliteで前処理を行いSSと高濃度の

アンモニアを除去して活性汚泥処理をした結果，

COD除去率が向上した。現在，パイロットプラン

トでゼオライトの再生システムを運転中である。

（3）「天然ゼオライトによる廃棄物処理場の粘土

ライナーの性能向上」（ドイツ」）

廃棄物処理場の粘土ライナーに天然ゼオライト（ハ

ンガリー産，スロバキア産，キューバ産，アメリカ

産clinoptilolite）を添加することにより，処理場地

下水や土壌から重金属を除去する可能畦を検討した。

添加率最大9多でライナーの重金属吸着能はT12＋，

Cd2＋で50倍となり，Tl暑＋5ppm，Cd2＋24ppmの

拡散が遅延することが判明した。

（4）「天然及び合成磁性ゼオライトによる土壌，

沈泥からの金属汚染物質の回収」（ロシア）

磁性クリノプチロライト（FC），磁性合成シャバ

サイトFKCh）を開発し，土壌中のカチオン性の汚

染物質の浄化実験を行った。模擬汚染土壌（ポドゾ

ル及びチェルノーゼム）としてSr，Csを添加したも

のを用い，これにFC又はFKChを加え，撹拝後永

久磁石で分離した。回収率は土壌とFCの重量比

（斤）に依存し，また土壌種によっても異なる。Srは

一般にCsより高回収率であった。実排水中のスラ

ッジからのCu，Cr，Ba，Srの回収率は斤＝1で2

ケ月間混合の場合，40～70魂となった。

（5）「建設構造物質製造におけるゼオライトの利

用」（ロシア）

20～40多含有の低質ゼオライトを利用して建設

工業での構造物質を製造することを目的とし，シベ

リア，極東鉱床のゼオライトを用いてこれらのゼオ

ライト含有混合剤を開発してきた。ゼオライトは高

いポゾラン活性を有しセメント，石膏，石灰，マグ

ネシア等のバインダーに混合することにより，優れ

た結合性を付与した。すなわち，石膏の硬化の遅延，

マグネシアの強度と耐水性，収縮性の改善，石灰の

強度と耐寒性向上，ボルトランドセメントの改質等
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の効果が見られた。また，多孔質耐熱材がゼオライ

トを添加し，高温で焼成することで作ることができ

た。しかし，加熱によるゼオライトの挙動は様々で

あり，高温発泡が行われるには，全体がある程度の

粘性を帯びた加熱可塑状態にあり，同時にガス成分

の発生があることが必要となる。この条件を満足で

きるかどうかはゼオライト岩の活性質に依存した。

（6）「Clinoptiloliteによる窒素循環に基づく新農

業システムの開発」（uSA）

家畜の畜舎および農場からのアンモニアをクリノ

プチロライトでトラップし，これを緩慢窒素放出肥

料として施肥することを検討した。その結果，次の

事実を確認した。家畜肥料の水溶性N吋はクーりプ
チロライトの添加で激減し，土壌に施肥時の窒素ロ

ス，硝酸生成が減少できる。クリノプチロライトの

N吋は可溶性のNHニと同様，硝化細菌によって硝
化される。硫安と比較し，クリノプチロライト担持

N打の流出，硝化は大幅に減少する。施肥後，石
英砂は91魂以上のNIでを1週間で流出したが，ク

リノプチロライト担持N吋は16虜以下の流出であ

った。植物育成実験ではトウモロコシ野生長は硫安
施肥以上であり，窒素の流出ははとんど無く，高い

窒素利用効率を示した。

（7）「ゼオライトによる土壌中の重金属不活性化

効果」（ポーランド）

重金属の内でもcdは土壌中で最も速く移動でき

る事が知られており，植物中に土壌中のCd濃度に

比例して取り込まれる毒性の強い金属とされている。

このCdをゼオライトを用いて吸着させ植物に移行

することを防御する実験を大麦，ビート，細麦，レ

タスについて行った。温室でポット実験を3年間実

施し，用いた土壌は工場地域の汚染土20cmの表層

土で，K，P，Nを適量添加し，2虜のゼオライト

（clinoptilolite，ポーランド産）を加えた。そして，

収穫後の植物の灰の分析を行った。その結果，ゼオ

ライト添加により，Cd濃度を大きく減少すること

ができ，ゼオライトの添加によりCdの食物連鎖を

減少できる事を究明した。

（8）「ギリシャ産天然ゼオライトの飼料添加によ

る養豚業における品質への影響」（ギリシャ）

0．8mm以下の北ギリシャ産Caクリノプチロライ

トを飼料に6虜添加し，豚の肥育度への効果を試験

した。44匹の雑種豚を試験区と対照区に分けて125

日間飼育した。1日毎に体重，摂取飼料量，皮下脂

肪厚さを測り，実験後に屠殺し，総体垂，各部位の

重合割合，体長，内臓重量を測定した。その結果，

約4藤の体重増加，飼料摂取量の減少，食肉収率の

増加等の効果が認められた。また，肉質においては

水分とタンパク質が各々5．3魂，2．05魂増加し，脂質

の66，1多の減少が見られ，これらは5髄の危険率で

有意であり，ゼオライト添加により肉質が向上する

ことが判明した。

5．天然ゼオライト利用研究の行方

初めに記したように天然ゼオライトはようやく世

に知れるようには成ってきたが，天然ゼオライト産

業と呼ぶにはその規模からして今一歩と言うのが現

状ではなかろうか。そして，その国内における利用

研究も充分とは言いがたい。これは，天然ゼオライ

ト業界の多くが中小企業であり，メーカー自身での

研究開発には自ずと限界がある事，また大学及び公

設研究機関の研究者側から見れば天然ゼオライトの

利用研究には動機として身近にこの様な資源が存在

していることが必要条件と成りうる事が理由として

考えられる。

ところで，天然ゼオライトはこれまでその保水性，

保肥性の特性を生かし主に農業分野で利用されてき

ており，」投的には鉱物資源と言うより質の良い土

壌としてとらえられているように思える。しかし，

資源小国のわが国において無早蔵とも言えるこの鉱

物資源をより有効に利用するには工業または建設材

料の原料として見っめなおし，これに参入するため

の技術開発研究を推進する事が必要であろう。例え

ば，前述のロシアの「建設構造物質製造におけるゼ

オライトの利用」と言った研究は国内での研究報告

でははとんど見当たらないが，ゼオライトのポゾラ

ン活性等を利用した興味の持てる研究である。もう

一つの有望な利用法として環境分野での応用が挙げ

られる。最近の社会的な環境意識の高揚に伴い法的

規制が強化されて行く中，環境技術の進展に加速が

かかっている。ゼオライトは鉱物の中で最も大きな

陽イオン交換能を有し，またある種の陽イオンには

高選択性を示す。この機能を利用し，水の浄化，廃

棄物の安定化及び環境改善に関する研究は時流に乗

らた課題解消の手段となりうるであろう。例えば，

水の浄化については4．（2）で述べた埋立場からのア

ンモニアの除去はその良い例であり，また，中規模

の浄化槽排水をゼオライト水路に通過させそのゼオ

ライトの上に植物を育て高効率で窒素，リンの除去

が可能である事が報告されている。バイオジオフィ
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ルター8）と呼ばれるこの方法は，まだゼオライトの

果たす詳細な機構は解明されていないが，ベンチス

ケールでの実証実験が望まれる。廃棄物の安定化に

ついては，4．（1），（3），（4）のように汚染物質の地

下浸透のバリア材，廃棄物処理場での重金属除去，

汚染土壌の浄化等の実用化研究，また，現在国内で

問題となっている焼却灰の安全化処理としてゼオラ

イトコンクリートの開発も有用であろう。また，環

境改善については水源における窒素濃度の上昇が問

題であり，このため4．（6）のようなゼオライトを利

用した新農業が有効となりうる。そして，前述のバ

イオジオフイルターは河川を直接浄化する可能性を

秘めており，また，ゼオライトコンクリートは藻類，

コケ等の生物が付着しやすい事が認められていで），

環境改善材料としての実用化が待たれる。

6．おわりに

以上述べたように，天然ゼオライトの利用分野は

この数年で確かに変化しつつある。しかし，これを

着実に舵取りし社会的に実用化させることは，この

資源を背後に有する我々地元の研究者の任務なので

あろうが，冒頭に述べたようにこの資源を生かすに

は多くの分野での協力が不可欠である。諸賢の積極

的な天然ゼオライト利用研究への参入を切に期待し，

御願いするものである。

参考文献

1）鳥居一雄；天然ゼオライトについて一鉱物組成，特性

および利用－，ゼオライト，Vol．1，No．4，1－9

（1984）．

2）湊 秀雄；ゼオライト（沸石岩）の産状とその利用，ゼ

オライト，Vol．2，No．3，1－11（1985）・

3）佐藤徹雄；我が国における天然ゼオライト生産，利用，

開発の現状，ゼオライト，Vol．4，No．3，10－16

（1987）．

4）後藤逸男；天然ゼオライトの農業利用－ゼオライトの

土壌改良効果－，ゼオライト，Vol．7，No∴3，8－

16（1990）．

5）野田修司；天然ゼオライトの簡易塩基交換容量測定法，

粘土科学，Vol．20，No．3，78－82（1980）・

6）野田修司，後藤光亀，佐藤敦久，天然ゼオライトのポ

ールミル粉砕と分級による高純度化，水道協会誌，
Vol．60，No．11，2－10（1991）・

7）zeolite，97ProgramandAbstracts（1997）・

8）尾崎保夫，尾崎秀子，阿部 薫，雨谷恵夫，資源植物・

花弁等を利用した生活排水の高度処理，用水と廃水，

Vol．37，No．2，13－20（1995）・

9）特開平9－183645，生物易付着コンクリート・

TrendofuseResearches丘）rNaturalzeolites

ShujiNoDA

InstituteofIndustrialscienceandTechnology，Sh血姐ePrefbcture

The accurate measuring method払rc五Cwhichisimportant toevduatethequalityof

naturdzeolitesontheuseofthemwasproposedand examined aboutsomeconditions払r

the method．Astheresult，itwasfbund that the cECofclinoptdolitemeasuredbyusual

methodwasnotcorrect・ThenthepuriGcationofnaturalzeoliteswasexaminedbyremovlng

血puritieswhichpreventnaturalzeolites拉omtheuseofindustry，肌dincaseofclinoptdolite

拉om sh血anepre砧cturetheproductionofpurity92洛zeolitewassucceeded・Thepr血訂y

払ctor was considered that the particle separation was
accelerated

by
expandingactionof

montomoldoniteincludedasan血purlty・Next，introducingtheinterestlngeightuseresearch

examplespresentedinthe5thcon鎚renceofNaturdzeolitesheldinItalylastyear，theんture
directionofuseresearches丘）rnaturalzeoliteswasdiscussed．OnewastogⅣeareCOnSideration

totheusefbrresourcesofindustryandconstructionmaterials，therewere砧wuseresearches

aboutpozzolanactivitiesofnaturalzeolitesinJapan・Anotherwastheadvanceddevelopment
into
theuseresearches払rthewatertreatment，thewastestabilizationandtheenvkonmental

血provementapplyingthelargecationexchangecapacltyOfnaturalzeolites・

Keywords：Naturalzeolites，C五C，Puri抗cation，Useresearches・



152 ゼオ ラ イト （8）

≪トピックス≫

ゼオライトOU－1合成の経緯と構造

松 方 正 彦

早稲田大学理工学部応用化学科

1．はじめに

1994年，筆者が大阪大学基礎工学部化学工学科

に助手として在職当時のことであった。インドの国

立化学研究所（NCL）において，Ⅴ－βゼオライトに

関する研究で学位を取得し，その後1年間フランス

のマリーキュリー大学（パリ第6大学）のBarthomeuf

教授のもとで博士研究員をしていたP．R．Hari

Prasad Rao博士が，井上科学振興財団のご援助で

来日し，筆者の所属していた研究室（上山惟一教授）

に加わることとなった。彼に担当してもらったテー

マは多く，残念ながら成果に結びつかなかったもの

もあるが，筆者らのその後の研究活動にとって，エ

ポックメイキングな成果となったのがドライゲルコ

ンパージョン（DGC）法によるゼオライトβ（BEA，

以下βと略す）の合成に関する研究であった。Rao

博士は1998年4月まで筆者らとともにこの研究を

行い，現在米国WoechesterPolytechnicInstitute

においてMa教授のもとでゼオライト膜に関する研

究を行っている。

1995年の夏頃，彼がβの合成研究の途中でこれ
までに見たことのないⅩRDパターンを持ってきた。

よく知られているように，βは水熱合成，DGC法

といった合成法，あるいはテトラエチルアンモニウ

ムカチオン（TEA）などStmcture－directingagent

（SDA）の種類に関わらず，通常，POlymorphAと

Bの混晶として成長する1）。POlymorphのAはキラ

ルで，これは選択的に合成できれば無機酸化物によ

る光学活性が期待されている。もっともpolymorph

Aの光学活性となる構造単位は約2nmはどもあり，

光学活性物質としての利用は限られるかもしれない。

しかしなお，現在でもpolymorphAあるいはBの

選択的合成が無機合成化学的に興味あるテーマであ

ることには変わりがない。

さて，我々が見いだしたXRDパターンは一見

polymorphAによく似ていたので，当時大変興奮し

た。東京大学のT先生の研究室にも押し掛けて，「こ

れはpolymorphAではないだろうか？」と相談した

ことを覚えている。じっは，そのⅩRDパターンは

polymorphAではなく，その後我々がOU－1と名付

けたものであった。本稿では，OU－1の合成の経緯

を織り交ぜながら，その合成方法，構造の特徴を紹

介させていただきたい。

2．ドライゲルコンパージョン法によるゼオライ

ト合成

まず，DGC法によるゼオライト合成法について

簡単に説明したい。原料は（アルミノ）シリケート水

性ゲルであり，その調製手順は通常の水熱合成法と

変わりない。適当な組成をもっ水性ゲルを，所定の

温度と時間熟成後，加熱してゲルを乾燥させる。通

常我々が用いている乾燥温度は353Kである。ゲル

を入れた容器から蒸気が立ち上らなくなるまで，十

分に撹拝し続けることが，特にハイシリカβを合成

する上でのノウハウの一つである。得られた乾燥ゲ

ルを乳鉢で粉砕し，これを図1に示すようなオート

クレープに仕込む。乾燥ゲル粉末は，孔を開けたテ

フロン板などを支えとしてオートクレープ中段に仕

込んでもよいし，テフロン製のカップに入れてオー

トクレープの底に置いてもよい。結晶化を開始する

に当たっては，自己圧程度の水蒸気の存在が必須で

あり，このためオートクレープに粉末とは接触しな

DⅣGel

Water

図1ドライゲルコンパージョン法に用いる

オートクレープ
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図2 BEAおよび相転移により生成したOU－1（B），MTW（C）のⅩRDパターン

SiO2／A1203比：（A）30；（B）380；（C）730・

Na20／siO2比：（A）0．042

いよう少量の水を入れる。図1中の水の量は充填す

る場所を判りやすくするため誇張してあり，実際に

は例えば50mlの内容積をもっオートクレープであ

れば，0．5－2ml程度の水で十分である。水の量が

過剰であると結晶化しないことが多いが，理由は明

らかではない。

3．0∪－1の合成と構造

SiO2：0．0013－0．33A1203：0．042－0．094Na20：

0．38TEAOHの組成をもっアルミノシリケート乾燥

ゲルを453Kにて結晶化したときの生成物のⅩRD

パターンを，図22）に示す。SiO2仏1203比は30，

380，730の3通りである。SiO2／A120B＝30の場

合にはわずか3時間でβが生成し，120時間結晶化

後もⅩRDパターンにはとんど変化はない。一方，

SiO2／A120s＝730の場合には，12時間の結晶化で

はβが生成するが，48時間後にはβははぼ消滅し，

替わりにMTWが生成していることがわかる。この

ように，TEAをSDAとして用いてハイシリカゼオ

ライトが得られること，結晶化時間が短いことは

DGC法の特徴である。さて，OU－1はSiO2／A1203

＝100－400程度の狭い範囲で生成する。図2には，

SiO2／A1203＝380の場合のβからOU－1への相変

化の様子を示してある。

OU－1のⅩRDパターンは，我々が当初βの

polymorphAと見誤ったように，βとよく似ている
が，60時間後にはβははぼ消滅している。この相

変化の様子をSEMにより観察した結果を図3に示

す。図3aはβ，図3cはOU－1の純相であり，図

3bは，相変化の途中に現れるβとOU－1の混晶で

ある。結晶形態からも両者の違いは明らかである。

（B）0．042；（C）0．094．

XRDに現れるOU－1の特徴的な回折線は，

をⅩ線源に用いた場合，2β＝6．2，7．4，8．2，

24．9に現れる。
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CuKα

21．2，

OU－1のⅩRDパターンは，インドのNCLから

発表されたNCレ13），シェブロン社から発表され

たSSZ－314）と，大変よく似ており，OU－1を含

めた3種のゼオライトは，構造的にanalogousと

思われる。NCL－1はハイシリカなアルミノシリケ

ートで，N，N，N－trimethyltricyclo〔5，2，1，02・6〕

decaneammoniumをSDAとし，SSZ－31は通常

ポロシリケートで，hexamethylenebis（triethy卜

ammonium bromide）をSDAとして合成される。

いずれのSDAも市販品ではなく，かなりバルキー

なSDAである。また，相変化によるものでなく，

水性ゲルから水熱合成法により得られている。一方，

OU－1はTEAという単純な構造をもっSDAから，

βからの相変化によって得られることは興味深い。

さて，どうやら新しいゼオライトが生成したこと

は判ったのだが，困ったのは構造解析であった。も

とより，我々は合成研究はしているものの構造解析

手法の詳細には全く疎い。因ってあちこちらを尋ね

歩いているうちに，東ソー（株）の板橋氏に仲介の労

をとっていただき，豊橋技術科学大学の加藤正直先

生にⅩRD構造解析をお願いできることになったが，

1996年の終わり頃であった。また，高分解能TEM

（HRTEM）および電子線回折を用いた構造解析につ

いては，日本ファインセラミックスセンターの佐々

木優吉氏に縁あって，お願いできることになった。

解析はまだ完全には終わっていないが，これまで

に得られている結論占）を以下に示す。図46）は，2

方向からのHRTEM像，図5はOU－1の細孔方向
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〈a〉

〈b）

〈c〉

図3 BEAおよびOU－1のSEM像

（a）BEA；（b）BEA十OU－1；（c）OU－1．

から見た骨格構造である。HRTEM像からわかるよ

うに，平板状結晶であるOU－1を平板の真上から観

察した場合，すなわち〔301〕方向から見た場合には

ミクロ細孔は見られず，平板を真横から長手方向に

向かって観察した場合に限って，ミクロ細孔の観察

ができる。ミクロ細孔はこの方向に1次元に開いて

いるらしい。

OU－1は，少なくともTypeAとBの2種類より

なる混晶であり，TypeAはABAB‥・の積層構造を，

TypeBはABCABC…の積層構造をもっている。

TypeA，Bとも酸素12員環よりなる1次元のスト

レートなミクロ細孔をもっ構造である。この12員

環がHfモTEM像の中に見られる。TypeAとBとい

う異なる構造が存在する理由は〔TO。〕四面体ユニッ

トの立体的なつながり方（up、down sequence）が

異なるためであるが，その詳細はともかく，図5の

ような2次元投影図中では，楕円形の12員環細孔の

四隅に見られる6員環ユニットの向きが，1層目と

2層目とで異なる方向を向いている場合はType A

（ABAB…構造），すべての6員環ユニットが同じ

方向を向いている場合にはType B（ABCABC…構

造）となると考えるとわかりやすい。

先に述べたように，OU－1はハイシリカBEAか

らの相変化で生成するが，我々が興味深く思うのは，

このTypeAとBの2次元投影図は，図5から明らか

なようにβのpolymorphと全く同じことである。こ

のことは，βの基本骨格の〔TO4〕四面体ユニット

の立体的なつながり方を変えると，OU－1の構造と

なることを意味している。こうしたゼオライトの相

変化に関しては，水熱合成の場合には種々の機構が

提案されている6・りが，DGC法によるOU－1生成

の場合には連続的な液相が存在しない条件で合成し

ているので，β骨格の一部分が分解してアルミノシ

リケートの中間体が生成し，β結晶表面において

OU－1が核発生していることは確かと思われる。そ

うすると，3次元細孔構造をもっβから，βと似た

構造をもち，より骨格密度の高い，1次元細孔をも

つゼオライトが生成することは適当と思われるので

ある。

OU－1のように多くの積層欠陥を有するゼオライ

トの構造解析は容易でなく，まだ電子線回折像など

を完全に説明するには至っていない。まず，OU－1

の構造をきちんと明らかにすることが当面の課題で

あり，さらにβとの積層欠陥との比較なとからOU－

1の構造上の特徴に考察を加えたいと考えている。

また，積層欠陥と相変化との関係なども興味ある課

題である。

4．おわりに

βとOU－1の合成と構造に関する最近の研究の経

緯について紹介させていただいた。本研究は，我々

にとって新規構造の解析，相変化といったテーマに

ついて，興味を抱くきっかけとなった。新しい合成
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【3011

105．90

【301】

C

b

【010】

【0101

図4 HRTEMによるOU－1の〔301〕，〔010〕方向からの格子像

（a〉BEApolymo叩hAalm9【0†q 〈b）BEApolymo「phBa10∩9【110】

（c）0∪一1polymo「phAa10∩9【010】 （d〉0∪一1polymo「PhBa10∩9【110】

図5 BEAおよびOU－1の骨格構造

法は新しい構造を生み出す可能性があることを信じ

さらに新規ゼオライトの合成に挑戦を続けたい。
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「ゼオライトの計算化学講習会」参加報告

千代田化工建設（株） 田 中良典

ゼオライト計算化学プログラムのソフトウェアの

1つ“Cerius2”の講習会が5月22日（金）に（株）ケイ

・ジー・ティーにて行われた。参加者は全国から14

名であった。実際のコンピューターの操作は，1人

の講師のもと参加者どうし2人1組でマンツーマン

に近い形で行われた点で小人数のメリットがあった。

実習内容は，配布テキストに沿って（1）Cerius2

の操作法，（2）結晶構造モデルの作成，（3）粉末回

折シミュレーション，（4）分子力学計算，（5）分子

動力学計算，（6）吸着シミュレーション解析，につ

いて行われた。このテキストは，詳細に実習内容を

反映したものであり，スムーズに内容を理解する助

けとなった。

結晶構造モデル作成では，Willemiteをモデル物
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質として用いセルパラメータ，原子座標，空間群を

入力しユニットセル構築を行った。次に，分子動力

学計算および吸着シミュレーションではデータベー

スで登録されていたX型ゼオライトなどを用いて構

造の最適化計算，さらに吸着分子を導入した際の吸

着エネルギー，吸着サイト（吸着分布）など計算を行

い，視覚化データとしてわかりやすく表現すること

ができた。

学会誌などには，最近様々な計算化学の解説など

が掲載されているものの，初心者の私にとって一体

どう使うものか戸惑うことが多かったが，今回の講

習会を通してまずプログラムに触れることができ大

いに参考になった。今後の研究ツールとして活かし

たいと考えている。

第6回ゼオライト夏の学校に参加して

東北大学大学院工学研究科 近江靖則

第6回ゼオライト夏の学校が，7月16日－18日の

3日間，神奈川県横須賀市のコスモ石油湘南セミナ

ーハウスにて開催された。本会は松方先生（早稲田
大）と斉藤 致さん（コスモ石油）で開催の準備にあ

たられ，参加者は企業から9名，大学からは36名の

計45名であった。最終日のみからっと晴れわたっ

たが，初日，2日目は今年の長梅雨の影響からぐず

ついた天気のなかで開催された。

講演は1件あたり1時間30分とプログラムを組ま

れていたが，講演後の質問，議論も講演内容から広

がりをみせ，実際には1件あたり2時間前後で行わ

れていた。また，休憩時間にも先生をつかまえ質問

している人，さらには夜の懇親会でも議論が白熱し

ていた。ポスター発表は12件と多いものとなった。

早稲田大の山崎淳司先生は，“数種の天然産ゼオ

ライトの特異性と利用’’という題で，実験的および

分子動力学法の理論的解析による鉱物としてのゼオ

ライト中の結晶水およびカチオンの挙動などについ

て講演された。講演中に天然ゼオライトのサンプル

を回され，実際に見たことのない参加者も多くいた

ため，実際に天然ゼオライトを見ることが出来，貴

重な体験が出来た。

ファインスラミックスセンターの佐々木優吉先生

は，“低電子線照射量でのTEM観察による構造解

析”という題で，電子線照射量の違いによるTEM

観察中での試料の構造的破壊，試料の違いによる像

講演の様子
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の違いなどTEM観察での注意点などをまとめて講

演された。

三井化学の山本貞明先生は，“形状選択性ゼオラ

イト触媒の開発とAFM観察”という題で，メチル

アミン製造プロセスを取り上げ，AFMによるゼオ

ライト表面観察の必要性について講演された。講演

では表面の原子配列および，表面の溶解過程，成長

過程など実際に行われた実例を紹介された。

東工大の野村淳子先生は，“IRで観るゼオライト

細孔内での低級オレフイン分子（＜C4）の挙動”と

いう題で，NMRやIRを用いたゼオライト中でのオ

レフイン分子の反応について講演された。今回話さ

れた内容は，実際の反応温度では反応が進行してし

まい直接観察出来ないため低温で観察した結果をも

とに，反応温度での分子の挙動について説明された。

東レの吉川正人先生は，“結晶性ジンコシリケー

トモレキュラーシーブの合成と構造”という題で，

M．Davis先生の研究室に留学されていた時に合成

されたCIT－5を中心に，テンプレートの重要性，新

規ゼオライトの命名の秘話など，ゼオライト合成に

関する話をされた。

コスモ総研の萩原和彦先生は，“NMRによるUSY

ゼオライトの脱アルミ状態の解析”という題で，

Ⅹe NMRによるUSYゼオライトの脱Alメカニズム

の検討やFCC触媒の合成法の違いによる活性の違

いについて講演された。

ポスター発表に関しては，初日の昼よりポスター

が張ってあったため，実際のポスターセッションで

は活発に討論が行われた。講演の聴講だけではなく

フリーディスカッションあるいは夜の懇親会を通し

て，親睦を深めることが出来，貴重な体験ができ

た。

最後に会場提供および支援・ど協力頂きましたコ

スモ株式会社，講師の各先生，および本会世話人の

方々に感謝申し上げます。

12thIZC（国際ゼオライト会議）参加報告

早稲田大学理工学郡 小倉 賢

第12回国際ゼオライト会議（12thIZC）が米国・

ボルチモアの地で，1998年7月6臼から10日の日

程で開催された。事前参加登録者約700名にも及ん

だ盛況な会議となった。日本からの参加者数は，前

回隣国のソウルで開かれた第11回IZCに比較する

と大きく減少したが，国別の参加者数では，米国，

ドイツに次いで3番目（50余名）であった。

発表は，基調講演5件，口頭発表が112件，ポス

ター発表が372件＋αであった。 3目白には，故

Barrer先生の業績をたたえ，Barrer Symposium

という形で講演会が催された。

基調講演では，コンピュータケミストリーによる

ゼオライト構造決定（PL4：M．M．J．Treacy氏），

細孔内拡散に関する研究（pLl：J．Karger氏），ゼ

オライト触媒の活性サイトに関する研究（PL2：B．

Wichterlova氏），企業におけるゼオライト合成と

その戦略に関する話（PL3：J．M．Garce氏）を聞く

ことができた。特にPL3では，ゼオライト合成研

究での重要な検討事項がいろいろと列記されていた。

口頭発表の内訳は，ミクロポーラス・マテリアル：

合成17件，キャラクタリゼーション21件，コンピ

ユータケミストリー10件，吸着・拡散11件，触媒

30件，分離膜4件，アプリケーション7件；メソ

ポーラス・マテリアル：合成6件，キャラクタリゼ

ーション2件，そして触媒反応等のアプリケーショ

ン4件，となっていた。なお日本からは9件の研究

が口頭発表に採択され，日本のゼオライト研究が世

界でも注目を集めていることを感じた。口頭発表は，

2会場で5日間に渡り非常に密度の濃いスケジュー

ルであった。そのためか，コーヒーブレークの時間

ともなると，皆我先にとブレーク会場に走って行か

れたようであった。参加者数から算出した結果，1

人当たり1回のブレークで2．4杯のコーヒーを飲ま

れたことが考察された。またタイミング悪いことに，

W杯サッカー準決勝の試合時間と重なってしまった

講演もあり，会場とテレビのある部屋を往復してし

まったのは私だけではないようであった。Barrer

Symposiumでは，Barrer先生が如何に多くの興味

に対して答えを出された研究者であったかという講

演を拝聴することができた。特に印象的だったのは，

Barrer先生がゼオライトの構造だけを見つめてい

たのではなく，機能までも見据えて惚れ込んでいた，
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会場となったハイアット・リージェンシーホテルと

隣接するインナーハーバーの賑わい

という話であった。

ポスター会場は，大会場1つに小会場1つで，1

人の発表者が2回の発表時間が与えられた。最初の

回は夕方のwith drinkという形式で行われたため，

ざっくばらんな話をしたに過ぎなかったようだが，

その翌日には，激しく白熱した議論がそこここで繰

り広げられていた。そこでも，合成されたゼオライ

トなどの構造解析や，ゼオライトの結晶化機構，ゼ

オライト触媒の活性サイトの解明，といった発表が

数多くあった。

2日目の夜にはエクスカーションとして，会場近

くの港からチャーター船でディナークルーズが催さ

れ，船内で出された蟹を（ちょっと辛かった）を食べ

放遊食べることができた。また，3日日の夜には，

ポスター会場でのディスカッション

乾先生の音頭により，「日本人ゼオライト会in

Baltimore」が港に近いレストランにて行われた。

現地で急拠作成されたと思われるワープロ印刷によ

る案内状に誘われ，日本人会議参加者はぼ全員が老

若男女間わず集まり，今後の日本のゼオライト研究

に関して話に花を咲かせた。

会期中に開催されたIZA総会では，Breck賞に

Jacobs先生（ベルギー）のグループが，IZA賞に

van Bekkum先生（オランクつがそれぞれ表彰され

た。また，IZCは次回から3年おきに開催されるこ

とが決っており，次回（2001年）はフランス・モン

ペリエにおいて第13回会議が開催される。その次

の第14回（2004年）がインド・南アフリカ共同開催

で南アフリカ・ケープタウンにて行われることが今

総会での投票により決定した。

TOCAT3参加報告

1998年7月19日－24日の6日間，東京新宿の京

王プラザホテルで東京国際会議（Third Tokyo

Con砧renceonAdvancedcatalyticScienceand

Technology），TOCAT3が開催された0今大会は
主催する触媒学会の創立40周年事業の一環として位

置づけられ，会場，規模，参加者において第1回，

第2回と比べて一層豪華な大会として催された。

20日朝のOpeningCeremonyでは触媒学会会長

の三菱化学・小野田氏，そして大会委員長でありま

たゼオライト学会会長でもある東京工業大学・八嶋

教授より挨拶があり，開会が宣言された。今回は

（名大院工）薩摩 篤

八嶋大会委員長によるOpeningaddress
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PlenaryLectureにProf・W・Kaminsky，Prof・R・

Noyori，Pro亡H・Topsoe，Prof・J・A・Jacobs，

Prof．M．E．Davis，Dr．T．Onoda，Dr．P．Courty

といった豪華な類ぶれが並んだ去Prof．w．Kaminsky

の ＝MetalloceneCatalysts払rOleGnpolymeri－

zation”と超した講演に始まり，続くPro仁王．Iglesia

の招待講演では，ゼオライト触媒上でのC－H結合

の活性化に関して激しい討論が交わされ，活発な討

議もまた見応えのあるものとなった。プログラムは

2日目，4日目にIndustryからの講演，発表が組ま

れ．大会の題目が表しているように， Scienceと

Technologyがバランスよくミックスされた構成と

なっていた。

ゼオライトあるいはメソポーラス関係の内容は，

プログラムから読み取った限りではあるが，口

頭発表53件，ポスター発表165件の内，ゼオライト

関係が23件，メソポーラス関係で10件の発表件数

を数えた。代表的なところではCalifbrniaTech．

のProf．M．Davisからは・‘NewHorizon
fbrthe

UseofporousMaterialsascatdysts”と超して，

MCM等のmesoporous materialさらには近年開

発されたUTD－1，CIT－5などのextra－1arge－POre

ゼオライトを交えて，POrOuSmaterial全般の動向

と未来展望の講演が行われた。講演の中ではTi等に

よる酸化機能の付与，有機化合物による修飾を含め

た機能化の重要性がクローズアップされた。この講

演に続いて東大の辰巳先生によるTi含有MCMを用

いた酸化反応の講演を始めとして．密度汎関数法を

用いたTS－1上でのエポキシ化反応に関する検討，

ETS－10のキャラクタリゼーション，Cr含有MCM

の合成に関する講演が相次ぎ，ゼオライト関係者に

（16）

ポスター発表の様子

ポスター発表の様子

とっては見応えのある講演が目白押しであった。ま

た，興味深いところではFudanUniversityのProf・

Gaoより中国でのゼオライトを用いた化学プロセス

に関する報告がなされた。ポスター会場においても

活発な討論が交わされるなど，盛況の中，TOCAT

3は終了した。

ゼオライトフォーラムーメソ空間の構築と活用－

（株）豊田中央研究所 稲垣伸二

毎年恒例のゼオライトフォーラムが，今年は“メ

ソ空間の構築と活用’’というテーマで，平成10年9

月4日に愛知県長久手町にある豊田中央研究所で開

催された。メソポーラスマテリアルに対する関JL、の

高さを示し，遠方からそして幅広い分野から定員を

上回る多数の参加者（68名）があり，講演と豊田中

研の見学が成功裏に行われた。

ゼオライト学会会長の八嶋先生のどあいさつに続

き，午前3件と午後3件の講演が行われた。メソポ

ーラスマテリアルをテーマにしたフォーラムは，昨

年7月4日に開催された「サテライトセミナー」（ゼ

オライト，14，（3），123）に続き2回目である。以

下に各講演の概要を紹介する。

服部忠先生（名大・難処理センター）は，Alなど

をまったく添加していないFSM－16が，プロピレン

の光メタセシス反応に活性を示すことを見出し，
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FSM－16が単に細孔が均一なシリカゲルではなく，

その構造に起因する特異な表面特性を有することを

指摘した。

安保正一先生（阪府大・工）は，ゼオライトやメソ

ポーラスマテリアルの細孔内に構築した光触媒の局

所構造と触媒反応特性の関係を明らかにし，可視光

・太陽光でも機能する光触媒の実現を展望した。

難波征太郎先生（帝京科大・理工）は，MCM－41の

の合成において，アルキル鎖長の異なる2種類の界

面活性剤を混合して用い，その混合比を変えること

でMCM－41の細孔径を連続的に変化できることを

示した。

金子克美先生（千葉大・理）は，吸着ヒステリシス

が細孔径の縮小とともに消失する現象が，多分子層

吸着状態と毛管凝縮状態の化学ポテンシャルの差に

よる転移から説明できることを示した。

市川勝先生（北大・触セ）は，FSM－16の細孔内に

Ptのナノ細線を形成することに成功し，その特異な

磁性や触媒特性について触れた。

岩本正和先生（北大・触セ）は，ZrPO。系のメソ

多孔体の合成，細孔内のFe203微粒子の量子サイズ

効果，フェニル基で細孔内を被覆したMCM－41の構

造などについて述べ，メソ空間の特性を生かした新

しい触媒反応系の構築に向けた展望を述べた。

いずれの講演も，世界的に見ても独自性の高い研

究に基づくものであり，メソポーラスマテリアルを

扱う研究者には，参考になるとともに大変よい刺激

になったのではないかと思う。一人あたりの講演時

間が短かったために，細部にわたっての話を聞けな

かったのは残念だったが，質疑応答も活発に行われ

有意義な講演会であった。それぞれのど研究の今後

の展開が非常に楽しみである。

講演会に続いて，豊田中研の実験室の見学を行っ

た。豊田中研の概要紹介の後，FSM合成装置，各種

の表面分析機器，吸着装置，技術パネルの展示室を，

4班に分かれ見学した。見学会場が3つの建物に分

散していたため，移動には一部バスを利用したもの

の，参加者の方々には看い中長い距離を歩いて頂く

ことになった。特に珍しい装置はなかったと思うが，

豊田中研がどんなところか，その芳郎気については

ご理解頂けたかと思う。

見学会の後に行われた懇親会には，40名の方が参

加し，見学会で流した分の汗（水分）を生樽ビール

で補充した。

最後に，講演をして頂いた講師の先生方，座長を

引き受けて頂いた杉義弘先生（岐阜大），大塚康夫先

生（東北大），薩摩篤先生（名大）に厚くお礼を申し上

げる。
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F址武Cむcular

November29（Mon）－Decemberl（Wed），1999
WasedaUnivers址y，Tokyo，JapaIl

Orga皿由edby

TIleSurfaceScie皿CeSocietyofJaI）an

Spo皿SOredby

TbeMinistryofEducation，ScieIICe，

SportsandCulture，JaI）an

ScopeandBack9rOund

ThepurposeofthisSymposiumistodiscussrecent

deve10PmentSandfutureprospectsinsu拍cesciences

andtechno1091eStOSOlveva「iousproblemsinthe

futuremicro－andnano－elect「Onicdevices．ねrexample，

infabricationprocesses，devicecha「acteristicsand

「eliabil吋TheSymposiumw＝bestructuredto
encoura9einte「actionandtostimulatetheexchar唱e

Ofideas二TheSymposiumw‖behe旧asthe3rd

的ternationalSymposiumofTheSurねceScience

SocietyofJapan．

1bpics

★TheoⅣOfStmcturesandReadionsofSuげaces

〈DFTcalculations，Quantumtheoryofdi帆椅iono「
9rOWth，TheoⅣOfelementaⅣPrOCeSSeSOn

Su拍ces，andsoon）
★DynamicPhenomenaatSuげaces

（Di仙sionICⅣSta】9rOWthprocess・Phasetransition，
Electrom19「atjon，Elect「onlCandopticalprocesses，

andsoon〉
★AtomicIScaleContro11edSurねcesandThinFilms

（Surねce「econstmctions，ApplicationofSPM，New
mateHalphases，Selトor9anizedstructures，

Transport，Optical，ma9netic，Chemicalprope柏es，

andsoon）
★

SurfaceScienceinMicro－DeviceFabrication Process

（ULSlねb「icationp「ocess，∪肘a－hi9hspeeddevice

fabricationprocess，Processsimuねtion）
★

Nano－ScaleDeviceFabricationandTheirNew／Novel

Functions

〈Quantume触ctdevices，Sin91eelectrondevices，

Non＝nea「opticaldevices，Devicesimulation〉

★SuげaceReactionsandSuげaceLayerFo「mation

（Suげace「eactionanalysis，Etchin9meChanis町

Oxidation仙tridationp「OCeSS，Thin月lm9rOWth

mechanism，CVDprocess，DⅣPrOCeSS，Clean

PrOCeSS，Processanaly引S，Processmonitorin9，

Processsimulation）

★

SurfaceScienceinNovelNano－FabricationProcess

（Quantumbox，Quantumwire，Nano－fabrication
techno109y，Atomic－SCaleprocess，Selective

9rOWth，Se肘fo「mation，Fo「mationmechanism

modelandsimuねtion）
★Su「face／仙e什aceAnalysISandTheirAppi忙ationtoDevices

（Su「face／inte「Facecharacterization，Suげacereaction

indevices，Elect「omi9ration）

★DeviceReliabilityIssues

（Passivation，lsolation，lnsulationbreakdown，Heat

CyCledurability，andsoon〉

Abst「actSubmission

One（1）pa9eabstractinanA4sheet（297x210mm）is

requi「edasasubmissionわ「thissymposium．The

deadlinefortheabst「actsubmissionisMay31，1999to

P「of・Masaru屯ukada，ISSS－3Pro9ramChair

（TheUniversityof¶）kyo．7－3－1Hon90，Bunkyolku，わkyo

l13－0033，Japan）・Titleofpaper，author〈s〉，a用liation，
add「essshouldalsobesenttoProf．M．‘指ukada

（tsukada＠phys．s．u－tOkyo．ac．jp）byE－ma札Aworkbook

Withal】abstractpapersinthe●■asreceived■■わrmw川be

handedtothepa「ticipantsatthesymposiumsjte．

Proceedin9S（SpeciaIIssue）
Theproceedin9SOfISSS－3willbepubljshedasaspecial

issueofJapaneseJou「na】ofAppliedPhysics（under

ne90tiation）・Allpapersw‖besubjectedtopeerreview．
Detailedinformationandinstructionsforauthorsw川be

91Venlater．

SymposiumSiteandDate

TheSympos山mw‖beheldfromNovember29，Monday

th「ou9hDecemberl，Wednesday，1999，atthe

仙e「natio＝alConferenceCenterofWasedaUniversity

inlbkyo，Japan，

Accommodation

Accommodationinvariousranksofhotelsw＝be

avaHable．DetailedinformationwiIlbeannouncedねter，

Lan9Ua9e

En91ishw＝betheo汗ぬialla＝9ua9eOftheSymposium．

Correspondence

Tbreceivethesecondci「cuねr，Pleasereturnthe

attachedformbytheendof Decembe「，1998to：

Dr．Tbshio09ino，ISSS－3Secretary

NTTBasicResearchLaboratories

3－1，Mo「inosatoWakamiyaAtsu凱

Kan∈唱aWa243－0198，」apan

（E－mail二09ino＠wil1．brl・ntt．CO．jp，Fax：＋81－462－40－4718）

h¶POrtantDates

AbstractDeadline

Re9ist「ation

ManuscriptDead＝ne

Conference

May31，1999

0ctobe「15，1999

0ctober29，1999

Novembe「29－Decembe「1，1999
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WWWHomepa9e

Updatedinformationo＝thesymposiumispresentedin

theWWWhomepa9e．

h叫：〃wwwsoc．nacsis・aC・jp／sssj／kokusai・htm

12thlNTERNATIONALCONGRESSON

CATALYS】S

12仇ICCGra皿ada2000

Gramda，Spai叫9－14July，2000

Invjtatjon

Awarm
and〔OrdiaLうnv稚atう0nis extended

to
aLLscうentjsb

言芯芸宗語法ごミき務忠言££㌢器志望慧㌫笠諾
Whう⊂hwjlLbeheLdjnthe血わ桝亡わ〃d〃db′昨佗〃亡e〔e舶佗
〆GJロ∩8d8（Spajn）うntheyear200仇or9anizedbytheSpanうsh
CataLysうsSo⊂うety．

ThedtyofGm〃ロれa⊂rU⊂仙eofArabう⊂．Je山shandChHstjan

⊂u比ures．仙Lbe100kうn9fon伯rdtoo拝eHn9alLthepa拍dpanb
托s own beautjes and attra⊂tうons as wellas those ofthe

SurrOundj咽S′Pa托jc山ar吋ife〃ロ〃eyβdロ，the月中¢ロm∫and
the伽〔舵em〃e8〃b∬f．Atthesametimeanumberofpre－

and post－⊂On9reSS SymPOSja wjlLbe or9anjzed．jn other

nej9hbourln9⊂jtjeslike〃dね卯′亡∂do如andiey州8・

OfR⊂erSOftheIACS〔ouncjl

Prof．H．Knるzjn9eL Unjversit議t M伽⊂hen．Presjdent．

Prが．M．〔he．］∩うvers稚色円e汀eetMarうe〔urk．へParjs，Presjdent

【【ed．

Prof．A．T．BelしUnうversjtyofBerkerley．〔aljfornia．Vj⊂e－
President．

Prof．P．【．Wells．Unうversity of Hulし Treasurer．

Prof．J．R．GonzileヱーVelas〔0．Unうversうdad delPa亨sVasco．

Se⊂retaけ．

Or9anlZln9－Exe⊂UtjveCommjttee

（Sub－⊂Omnl触ee⊂haうrs）

Prof．JuanF．Gar〔ねdelaBandaくHonorary〔hajrman〉
〔onsultant．

Prof．仙eHno〔orma．〔0一〔haiman．（Sdenti触〔omm触ee〉
InstjtutodeTe⊂nOLo9亨aQu亨mi⊂a．UPV－〔SIC．

DLSebasポ如Vk．〔0－〔hajrman．く【xe⊂畑ve〔omm触ee）
REPSOLS．A．

DLSa9rario′Mendioroz．くSe⊂reta吋〉
Instjtuto de Cat畠ljs‡s y Petroleoqu亨mうca．〔SI〔．

DLVj⊂ente〔0托由－〔orberれ（Treasurer〉
Instituto de〔at畠tjsis y PetroLeoqu亨mica．〔SI〔．

Prof．Juan R．Gonz畠lez－Velas⊂0．〈Se⊂retaryIA〔S）
Unjversうdad delPa弓sVas⊂0．

Prof．Antonio〔ort由．〈FundsRajsjn9〉
Instituto de Cat畠Ljsjs y PetroLeoqu亨mjca．〔SI〔．

Prof．Jos卓M．Marinas．（Pre－andPost一〔on9reSSSymposia）
Un与versうdad de〔6rdoba．

Prof・Jos卓Ⅰ・Garda－Fjerro・くPublj⊂ations〉
Instjtuto de〔at畠LjsIS y PetroLeoqu与mうca．〔SI〔．

Dr．Fran⊂is⊂O V．Me10．くStudents’pro9ramme〉
InstうtutodeTe⊂nO109弓aQu亨mう⊂a．UP〉－CSIC．

Prof．F柑nds⊂ORodd9ueZ－Rejnoso．くOn－SjteOr9anizatjon）
UniversjdaddeAlj⊂ante．

Prof．〔ar10S Moreno．くLo⊂alArran9ementS〉
Unうversうdad deGranada．

Dr・ノAnnette Gon！jsく〔ompanjons′pro9ramme〉
Unjversjdad deALmena．

GeneralS⊂OPe

Themaうno叫e⊂tうveoftheOr9anlZln9〔ommjtteeforthe
12thICCwjLLbetoo拝erabroadove山ewoftheadvances

jncata吋sうsand⊂ataLyゼcte⊂hnoLo9jesうntheyear2000

andbeyond．山ththe柏eainmjndofstjmuLatうn9：う）the
SdentjR⊂eXChan9ebetweenpubu〔reSearChandうndus叫

an〔＝i〉thejnputofjnnovatうveうdeasjntothefjeLdof
Catalysjs．

PapersonthefoL10Win9tOPjcsareinvjted：

〃oJe亡〃Jβrβe∫f〃0 亡β亡βJゞb

Theoretj⊂aLModelLjn90fA⊂tiveSjtes．〔LusterandModel

〔atalysts．州oLecuLarS与eves．Homo9eneOuSCatalysts・

Homo／Hetero9eneized（anchored．shjp－jn－the－bottle．

enzyme－mjmうG）Cata吋sts．En可meen9hne血9・MoLe⊂ular
Imp伽dn9．Cata岬cAntjbodjes．MetaL10⊂eneSandother

Sln9Le⊂ata吋sts．Al10yS．

〔力β和deJおβ亡わ〃一斤ed亡が祓

Chemう⊂aL and Physj⊂aL Charaterうzatうon．”In sjtu”

Cha柑dedzationStudies．Cata岬cProbes．Physjcochemj⊂al
Te⊂hnjquesatMoLe⊂uLarLeveしIsotopうcandTransうent
Studうes．

亡β亡αJ油 r斤〃e仇e爪kd由

LうqujdvsGasPhase．RoleoftheSolvents・A⊂jd－Base

Rea止ions．Hydro9enations．Dxjdatjons・・Cyc10PrOPanatjons・

Sylanatjon…．Chemo－．Re9jo－and Enantうosele〔tjvjty．

亡♂亡8J∫f∫Prfo∫∫〃仙e‘∫βnd〃β亡山川JG8∫亡0〃yeJTね〃′
Pe亡md柁m由亡

SynthesうsGastoLjqujds．GasestoLjqujds・FuelCeLIs・

A⊂dvatjonofPara代ns．Up9radjn9Hea叩Feeds．Cata吋sis
ねrMeetjn9Spe⊂梢⊂adonsofFutureFueLs．Produ⊂tjonof

Olef弓ns．〔ata吋stDecayandRe⊂OnStru⊂ポon．Su仙rResjstant
Cata吋sts．

〔bf8J由 pr打βe亡ferF汀yf和〃me〃亡

GreenhouseGasesControL．Removln9SuLfurfromFueLs．

ElimjnatうonofNQxandSOxfromMobileandStatjonary

Sour⊂eS．〉OCAbatementCataLysjsjnAqueousSolvents・

Env汁onmentallyFriend吋SoljdA⊂jdandBaseCatalysts．

Photocata吋sis．

月dy8〃Ced亡βねJ ff亡斤eβαor‘）e∫f∩

州embrane ea⊂tOrS．Uはra－ShortConta⊂tTime Rea⊂tOrS．

RうserRea⊂tOrS．Cata吋tjcandRea〔tうveDjstjLLat与on．熊sts
for FastCataLystS⊂reenln9．CombjnatoriaL Desう9n Of

CataLysts．

S⊂jentj月〔Pro9ramme

TheS⊂うentj触Pro9rammeOfthe〔0＝9reSSWm⊂OnSistof

抗veplen叩le⊂tureSく60mうn・）うn〔Ludin9theAwardLe⊂ture

oftheRe⊂jpうentoftheInternadonal〔ata吋sうsAward′1998′
andfourparaLLetsess与0＝SOnthesubje⊂tSymPOSja・Every
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SeSSう0nWiLLbeopenedbyanうnvjted Le⊂ture〈40mjn．）
deljvered bya promうnentscうe仙stin promlSln9fjelds．

AboutI200ralpresentatうons（30minin⊂Ludう∩910mjn
djscusslOn〉and300postersw稚hjnthetopj⊂SListedabove
Wmbeondisplay．AIsoanumberof Re⊂entRepo触asa

Lasthourcontributう0nWmbea〔CePtedtocontパbuteto

thejnputofinnovatうveうdeasjntothe吊eLdofCataLysjs．

ExtendedAbstra⊂tS

TheseLectjonoftheoraLpapersandposterpresentatjon

WjlLbebasedonatwopa9eeXtendedabstra止．Authorsare

kjnd吋requestedtosendthejrAbstra⊂bejtherbyre9ular

蕊ご耗㌫望蕊
WordformattotheCon9reSSSe〔陀tahat

1999．

Thee戒endedabstra⊂bくねur〔OPうeswhenjnpaperformat〉．

Should■jn⊂Ludethet仙eofthepresentatうon．name〈s），and
a作liatjonoftheauth叫（s）andうndj⊂atjonofthetypeof
PreSentationtheyjntendtomake．

ALLAbstra⊂b山LLbesubmj仕edtothestandardrefereeln9

PrOCedurebyanInternatうonalBoardofExpe托swH〔hwjLL
de⊂与dethemodalうt肌OraLorposteしOfthepresentatう0∩．

〔atalysjs〔on9reSSPrizes

TheCoun⊂札oftheInternationalAsso⊂jatjonof〔ata吋sjs
So⊂‡etjes（IA〔S〉hasestabLjshedanumberofpバzesfor

youn9S⊂ientjsts（notolderthan35⊂0汀叩jtう∩9bytheLast
dayoftheCon9reSS）makうn9a⊂0nt仙utjontothe12th
I〔〔．Theauthorsofsubmissjonsmustmake⊂learthatthe

PerSOn⊂OmPetjn9forthep＝ZejsthemajnauthoLfulRk

the a9e requlrementS and w＝do the presentation・

ThewinnersofthesepnzeswうLLbesele⊂tedbyaspe⊂jaL

commjttee that wjllbaseits
de⊂jsうon on the s⊂ienti6〔

qual托yofthepaperssubm他ed．

These prlZeS WilL consうst ofa山pLoma and finan⊂ial

remuneraポonequaLtothere9うstratjonfeeofthe〔0∩9reSS・

Pro⊂eedjn9S

Thefullmanus⊂バpbofthelectures，OraLp佗Senta巾onsand

POSterS．WjllbepubushedbyELsevうerjnbookformatうnthe
SSS〔se血sbythet仙eofthemeetj＝9andwjLLbeavaibbLe

atthemeetう∩9Sjte．E戒ensjvediscussうonsw札Lbeen⊂Ouraqed

throu9houtthe〔on9reSS．buttheywうLLbenejtherre⊂Orded

norpublうshedasapartofthepro⊂eedう咽S．Re⊂entRepo佃

wMnotbein⊂Ludedうnthe book．

Add托う0naLinstru⊂tjonstotheauthorswjLLbe弓n⊂tudedjn

Subsequent⊂汁cula「s．

Keydates

Fうrstc汁cuLarand⊂aLLforpapers

IStAu9uSt．1998

DeadLjneforpreLjmjnaryRe9うstratう0n

lStJanuary．1999

DeadLうneforre⊂ePtう0nOfextendedabstracts

IStMar⊂h．1999

No肺⊂atjo＝OfpreLうmj＝aryaCCePtanCeWjth

jnstru⊂tjonstopreparethemanusc巾ts

1StMay′1999

DeadLjneforreceptjonoffuLLma＝uSCパpts

IStAu9uSt．1999

NotjRcatjonofRnaLacceptance

15thコanuary．2000

SecondcうrcuLarandtentatjvepro9ramme

lStFebruaⅣ，2000

DeadLうneforre⊂ePdonofRecentRepo托s

15thMarれ2000

DeadLj＝eforre9うstratう0＝atnOrmaLrate

lStAp州′2000

Not梢⊂atjonofacceptanceofRecentReports

15thAp州．2000

Dateof〔0∩9reSS

9th－14thJuly．2000

仙亡e二川e血亡e∫Ⅳ〃Jわe∫亡巾吋々〃0Ⅳed，
伽⊂Oログe亡βdd汁fonロ川ゆmβ如〃ロf亡わeⅣeわ∫托e二

http：〃l⊂Pb¢山⊂．ehu．es／12う⊂⊂／‡ndex・html

Re中流柑ポon

mo∫ePJ8〃〃f叩fo∫U占mffロ〃ロム∫亡m⊂亡打〃d／or

attendthe12thIC〔arerequestedtocompLete

theatta⊂hedpreLうmうnaryre9うstratうonformand

toreturn†tnotlaterthanlStofJanua≠1999・

PreL仙jnaryre9うstratjonw氾ensurethereceptjon

OftheSecondCjrcuLaranddetaうLedre9jstratjon

jnformatうon．

khjbiポon

The12thInternatjonaLCon9reSSOnCata吋sjsw仙

Or9anうzeanexhjb托jonofequlPmentandother

materiaLsjntheExhjbjdonandConferen⊂eCentre

OfGranadaasaninte9raLpartoftheCon9reSS．

ALLCompanうesjnterestedうnmakjn9arran9emenb

forexhjbjtspacerentaLshouLdcontac＝ndue

tjmetheCon9reSSSe⊂retary．

稚⊂hn子⊂alSe⊂retaけ

ALLcorrespondence．jncLudう∩9Re9うstratjonForm，

A⊂⊂OmOdatjon Form．Abstracts，ShouLd besent

totheSecreta吋OftheCon9reSS：
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【URO〔ONGRES

Avda．de′LaConst托ucうれ18Bq．4Bajo

18012Granad∂

Spaうn

TeL：34－958208650／958209361
Fax：34－958209400

e－majl：eurO⊂On9reS＠mx3．redestb．es

ゼオ ラ イト

ZMPC 2000

1NTERNAT10NAL SYMPOSIUM

ON ZEOL一丁ES AND

MICROPOROUS CRYSTALS

Fir或Cむcular

馳几dai，Japall

Åugu武6－9，2000

0rga血由edby

JaI）a皿ÅssociationofZeol祉e

The Organizimg Committee cordiallyiIlVites yolltO

Participateint血eInternationalSymposiumonZeolites

and Microporous Crystals（ZMPC2000）．It willbe
held during August6－9，2000inSendai，Japan．The

JapanAssociationofZeolitewiuorganizethismeeting

asacontinuationofZMPC’93aIld’97．

ScoI）e

Thesympos山misaimedatf〉rOmOtingthefundamental

and applied studies of zeolites，microporous and

mesof〉OrOuSmaterials，andlayeredcompounds．

Tbem叫OrtOPicsofthesymposiumwillbe：

1．MineralogyandCrystalChemistry

2．SynthesisaれdCharacter由ation

3．IonExchangeandModification

4．Adsorf〉tioれ，Di仇lSiomalldI〉ermeatioれ

5．ComputationalChemistry

6．IntercalatioIlandCrossliI止ing

7．HosトGuestInteractions，QuantumSizeEffect

8．Catalysis

9．OtherAf〉PlicatiollS

SeieIlti爺c打ogram

In each su切ect area there willbe presentations by

血vited sf〉eakers and generalf〉aPerS Oforalor f〉OSter

SeSSions．TheselectioIlOforalorposterf〉aPerWillbe

based on extended abstracts．Deta止s of the extended

abstract willbeannouIICedinthesecondcircular，Call
forpapers．

hoceedi叫gS

T‡1e Orgallizers expect to
publish t血¢蝕oce¢dillgS Of

the Symposiumincludinginvited presentations aIld

Oralf〉af）erSafterascientific∫eView．

LaIlgu喝e

Englis血ist血eofficiallanguageoftheSymf〉OSitlm．

（26）

Co汀eSPOIde爪Ce

Prof．ÅkiraMiyamoto

Cha址man，ZMPC2000

DepartmentofMaterialsChemistry，

GraduateSchoolofEng血eering，TohokuUniversity，

Aoba－yamaO7，Sendai980－8579，Jaf〉am

Facsimile十8ト22－217－7235

（domesticO22－217－7235）
Phone十8ト22－217－7233

（domesticO22－217－7233）

E－ma止zmpc2000〈率aki．cbe．tohok11．aC．jp

KeyDates

July31，1999

0ctober31，1999

January31，2000

February29，2000

May31，2000

August6，2000

Distributionofsecond circular

DeadlineぬrextendedabstI・aCt

Noticeofacceptance

Fiれalcirclユ1ar

Deadlineforregistration

Symposi11mbegins

HomePageÅddress

血ttI）：〃www．zmpc2000．aki．c血e．tohok札aC．jp

イオン交換セミナー，98

［環境および水における課題と最新技術］

主催：イオン交換学会

協賛：ゼオライト学会はか

日時：12月8日10時－16時

会場：東京工業大学百年記念館ファライト会議室

プログラム：

1．超臨界水の利用技術 （オルガノ）鈴木 明

2．環境にやさしい無廃水・電気再生脱塩装置

（栗田工業）佐藤重明

3．イオン交換法を利用した電解殺菌

（昭和薬大）神崎やすし

4．環境化学物質と水 （千葉大）立本英機

5．地球環境における水（交渉中）

問合せ先：

263－8522千葉市稲毛区弥生町1－33

千葉大学工学部物質工学科 上松敬繕

Fax：043－290－3401

電話：043－290－3378／3379
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国内特許

10－85100：

10－85556：

10－85568：

10－85585：
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防曇性保温ショーケース（東陶機器）

オゾン分解装置（石川島播磨重工業）

ガス分離装置（東燃）

空気浄化剤，浄化剤混合物及び空気浄

化装置（富士シリシア化学）

10－85588：ガス精製用処理剤及びガス精製装置

（日本酸素）

10－85589：空気分離用吸着剤，及びそれを用いた

酸素ガス製造方法（東ソー）

10－85590：浄水用フィルター構造物（鐘紡，カネ

ボウ化成）

10－85594：

10－85595：

セメント，

10－85603：

ガス吸着剤（三菱化成）

ヘドロ用消臭剤および消臭法（小野田

日本技術開発センター）

炭化水素油の接触分解用触媒組成物お

よび該触媒組成物を用いた炭化水素油の接触分解

法（触媒化成工業）

10－85791：海水の複合処理用の方法（インスチ．

ゲオヒミイ イ アナリティチェスコイ ヒミイ

イエム フ イ ベルナドスコゴ ラン ゲオヒ

ラン，アクシオネーナヤ CO ポ トランスポ

ーツ ネフティ トランスネフツ，アクツイオネ

ーノエ オブシェストボ

スカヤ コーポラチイア

ス．アカデミア ネフティ

ナウチノ テクニチェ

チィツアヤ ボダ，ゴ

イガザ イエム イ

エム グプキナ）

10－85836：メカニカル拡管機用拡管ダイス（住友

金属工業）

10一郎148：電線被覆用ゴムコンパウンドの混練負

荷軽減方法（日立電線）

10－86212：延伸ブローボトル（東洋製樺）

10－86259：発泡壁紙（凸版印刷）

10－86290：抗菌性合成樹脂延伸フィルム及び抗菌

性ラミネート体（グンゼ）

10－86298：ポリプロピレン積層フィルム（三井石

油化学工業）

10－86308：積層体及びそれを用いた容器（岸本

昭）

10－86536：被記録材及び記録方法（ソニー）

10－87301：エッチング用ガスおよびその製造方法

（三井石油化学工業）

10－87302：単一段二次高純度酸素濃縮機（リット

ン システムINC）

10－87319：メソポア材料及びその製造方法（豊田

中央研究所）

10－87321：結晶質材を含んだ組成物，及び結晶質

モレキュラーシーブ材の製造方法（インテベップ

SA）

10－87322：高強度低摩耗性ゼオライト粒状物，そ

の製造方法及びそれを用いた吸着分離方法（東ソ

ー）

10－87323：LSXフォージャサイト合成でのアル

キメデスネジ式撹拝器を備えた反応器の使用（セ

カ SA）

10－87357：石炭灰系軽量骨材の製造方法（宇部興

産）

10－87390：エアバッグ用ガス発生剤（ダイセル化

学工業）

10－87391：結晶製造装置及び方法（キャノン）

10－87397：硬質炭素被膜，及び該被膜を用いた電

気シェーバー刃（三洋電機）

10－87611：

10－87612：

産）

10－87719：

（フイナ

10－87801：

ビーカプロラクタムの製法（宇部興産）

e一カプロラクタムの製造法（宇部興

高結晶性ポリプロピレン製造用触媒系

テクノロジーINC）

ポリエステルブロック共重合体複合成

形物（帝人）

10－87821：ポリアミド樹脂の固相重合装置（宇部

興産）

10－87824：高分子量ポリアミド樹脂の製造方法及

びその固相重合装置（宇部興産）

10－87879：

電化工業）

10－87908：

10－87919：

ポリマー）

10－87921：

ソ）

10－87933：

ガラス繊維強化結晶性樹脂組成物（旭

ヒートシール用樹脂組成物（三菱化成）

ポリプロピレン樹脂組成物（グランド

オレフィン重合体組成物製容器（チッ

抗菌性熱収縮性チューブおよび曲管部

の抗菌処理方法（三菱樹脂）

10－87975：ポリ乳酸系樹脂組成物（新日本理化）
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10－87976：樹脂組成物及びその成形加工品（三井

石油化学工業）

10－88189：手レート化合物及びそれを含有する洗

浄剤組成物（花王）

10－88199：タプレット型又はブリケット型洗浄剤

組成物の製造方法（花王）

10－88350：多結晶性のタイヤモンドをプラズマ化

学的に析出させるための装置（ライボルト シス

テムズ GMBH）

10－88385：タングステン合金のメッキ方法（キャ

ノン）

10－88425：自発巻縮性複合繊維（島津製作所，鐘

紡）

10－88426：自己接着性複合繊維及びその応用製品

（島津製作所，鐘紡）

10－88455ニ

10－88459：

10－88460：

（チッソ）

10－89057：

動車工業）

10－89798：

10－90829：

長繊維不繊布（チッソ）

長繊維不織布（チッソ）

複合長繊維不織布及びその製造方法

エンジンの排気ガス浄化装置（三菱自

化学蓄熱式吸気冷却装置（日立製作所）

セルロースエステル型支持体を含む写

薫製品の保存の改良方法（イーストマン コダッ

ク CO）

10－92327：カラープラズマディスプレイパネルの

隔壁及びその製造方法（エルジー電子）

10－92379：高圧ナトリウムランプ用のアーク管及

び光学的に半透明の多結晶性アルミナ焼結体（オ

スラム シルバニアINC）

10－92380：高圧ナトリウムランプ用のアーク管及

び光学的に透明の多結晶性アルミナ焼結体（オス

ラム シルバニアINC）

10－92803：抵抗組成物，センサおよびこれらの製

造方法（大東通信機）

10－92978：半導体装置（日東電工）

10－93051：改善された誘電特性を有する薄膜タン

クル酸化物層及びそのような層を用いた容量の作

製方法（ルーセント テクノロジーズINC）

10－93195二 半導体装置（三洋電機）

10－94550：歯科用オペーク陶材（ノリタケカンパ

ニーリミテド）

10－94556：履物用発熱袋（日本バイオニクス）

10－94585：オゾン水製造装置（中央製作所）

10－94587：光触媒膜（シャープ）

10－94731こ エンジン排ガス浄化触媒とその製造方

法及び前記触媒を用いた排ガス処理装置（三菱自

動車工業）

10－95160：インクジェット記録体（王子製紙）

10－95608二 定形アルミノケイ酸塩及びその用途

（水沢化学工業）

10－95610：微孔性および中孔性の金属珪酸塩の製

造法，結合剤不含の成形体および該化合物からな

る酸化触媒（デグッサ AG）

10－95611：ガス吸着用ゼオライトおよびその製法

ならびにこれを用いたガス吸着分離方法（日本酸

素）

10－95612：銀含有ゼオライトとそれを用いたガス

分離方法及びゼオライトの製造方法（日本酸素）

10－95617：板状酸化チタンおよびその製造方法な

らびにそれを含有してなる日焼け止め化粧料，樹

脂組成物，塗料組成物，吸着剤，イオン交換剤，

複合酸化物前駆体（石原産業）

10－956柑：BトSr－Ca－Cu－0系超伝導単相薄膜

の製造方法（日本特殊陶業）

10－95693：結晶性薄膜形成方法（メガチップス）

10－956糾：付着力のあるダイヤモンド薄膜の蒸着

方法（ミシガン ステイト UNIV）

10－95703：植物の成長促進剤（水沢化学工業）

10－95748：グリセリンーα－ポリオ手シアルキレン

グリコールモノ脂肪酸エステルの製造法（花王）

10－95878：

ソ）

10－95915：

成工業）

10－95925：

10－95926：

クス）

10－95928：

磨硝子調射出成形用樹脂組成物（チッ

結晶性ポリアミド樹脂複合材料（地化

抗菌性樹脂成形体（イナックス）

樹脂組成物（日本ジーイープラスチッ

鋳鉄管用粉体塗料（大日本インキ化学

工業，栗本鉄工所）

10－96072：撥水性並びに耐腐食－，耐エロージョ

ンー，および防水特性を有するガラス状炭素コー

ティング（キュー キュー シ一 丁NC）

10－96491：管継手の受口構造（積水化学工業）

10－97996：打－Ⅴ族化合物半導体の気相成長方法

及びその装置（シャープ）

10－98000：半導体結晶の工ピタ手シセル成長装置

（半導体研究振興会，科学技術振興事業団）

10－98195：表示用薄膜半導体装置の製造方法（ソ

ニー）
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10－98938：

10－99366：

10－99650：

10－99676二
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環境保全型緑化資材（技研興業）

発熱袋（日本バイオニクス）

排気ガス浄化方法（日産自動車）

空気分離用吸着剤，その製造法並びに

それを用いた空気分離方法（東ソー）

10－99678：

10－99679：

10－99690：

10－99691：

銀複合活性炭の製造方法（三菱化成）

塩基性ガス用脱臭剤（神戸製鋼所）

脱臭触媒及びその製造方法（三洋電機）

排気ガス浄化用触媒及び排気ガス浄化

方法（マツダ）

10－99896：

鋼所）

10－99802：

10－99857：

10－99858：

10－99862：

10－99888：

システム

10－99893：

触媒成形体及びその製造方法（神戸製

電解イオン水による洗浄方法（東芝）

電解イオン水生成方法（東芝）

電解イオン水生成装置（東芝）

超純水の純化方法及び純化装置（東芝）

有用微生物群活用の環境保全型トイレ

（田辺誠助）

有機性汚水の窒素高度除去方法（荏原

製作所）

10－100219：熱可塑性樹脂シートの製造方法（三菱

化成）

10－100229：熱可塑性樹脂シートの製造方法（三菱

化成）

10－100230：熱可塑性樹脂シートの製造方法（三菱

化成）

10－100231：熟可塑性樹脂シートの製造方法（三菱

化成）

10－100315：積層体及びそれを用いた容器（岸本

昭）

10－101128：結束紐（王子油化合成紙）

10－101326：低摩耗性ゼオライトビーズ成形体及び

その製造方法（東ソー）

10－101327：ゼオライトNU－88，その調製方法お

よびその触媒としての使用（アンスチ．フランセ

デュ ペトロール）

10－101390：急結材，吹付材料，及びそれを使用し

た吹付工法（電気化学工業）

10－101430：強誘電体材料の製法および半導体記憶

装置とその製法（ローム）

10－101431：強誘電体材料の製法および半導体記憶

装置とその製法（ローム）

10－101449：自然石化粧を施した水質浄化コンクリ

ートブロックとその製造方法（ミルコン）

10－101484：結晶製造装置及び方法（キャノン）

10－101492：ビスマス置換型ガーネット材料及びそ

の製造方法（トーキン）

10－101493：ビスマス置換型ガーネット材料及びそ

の製造方法（トーキン）

10－101592：アルキルナフタレンの製造方法（神戸

製鋼所，モービル オイル CORP）

10－101618：ジアリールカーボネートの製造方法

（宇部興産）

10－101622：ジアリールカーボネートの製法（宇部

興産）

10－101780：ポリエチレンー2，8－ナフタレートの

製造方法，ポリエチレンー2，6－ナフタレート及

びハロゲン化銀写真フィルム用支持体（富士写真

フィルム）

10－101806：ポリオレフィン樹脂組成物の製造方法

（三井石油化学工業）

10－101814：抗菌性樹脂成形体の成形方法（イナッ

クス）

10－101819：強化シートの製造方法（積水化学工業）

10－101874：ハロゲン含有樹脂組成物（東ソー）

10－101913：ポリエステル組成物（帝人）

10－101927：芳香族ポリアミド樹脂組成物（四国化

成工業）

10－102048：油吸着剤及びその製造方法（太平洋炭

鉱，太平洋興発，太平洋石炭販売輸送）

10－102069：高品質燃料油基材および高品質燃料油

の製造方法（興亜石油）

10－102071：接触クラッキング粗ガソリンの精製方

法および装置（アンスチ．フランセ デュ ペト

ロール）

10－102087：洗浄剤組成物（花王）

10－102092：高密度粒状洗剤組成物（花王）

10－102103：高結晶性白金粉末の製造方法（田中貴

金属工業）

10－102108：金属粉末の製造方法（昭栄化学工業）

10－102109：ニッケル粉末の製造方法（田中貴金属

工業）

10－102255：セラミックス被膜の作成法（石川島播

唐重工業）

10－102322：易フィブリル化繊維（クラレ）

10－102337：自然分解性繊維集合体（島津製作所，

鐘紡）

10－103811：吸着式冷凍装置の吸着コアおよびその

製造方法（日本電装，富士シリシア化学）

10－104198：窒素酸化物センサ（ェヌオーケー）
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10－104786：赤色蛍光体フィルム組成（ヒューレッ

ト パッカード CO）

10－106031：光学的情報記録媒体とその再生方法

（三洋電機）

10－106455：陰極線管用積層ポリエステルフィルム

（ダイアホイルへキスト）

10－106559：アルカリ蓄電池用ニッケル極（三洋電

機）

10－106892：電解コンデンサ駆動用電解液及びそれ

を用いた電解コンデンサ（松下電器産業）

10－106948：半導体装置およびその製造方法（テラ

テック）

10－108951：半導体薄膜，半導体装置および半導体

薄膜の製造方法（シャープ）

10－106953：多結晶半導体膜の製造方法（東芝）

10－108993：基板の研磨法（日立化成工業）

10TlO6994：酸化セリウム研磨剤及び基板の研磨法

（日立化成工業）

柑－107106：結晶性半導体膜の膜管理方法，結晶性

半導体膜の膜質管理用コンピュータソフト，結晶

性ケイ素膜，半導体装置および薄膜トランジスタ

（シャープ）

10－107216：結晶性酸化物誘電体薄膜と単結晶シリ

コン基体との複合構造体およびそれを用いた電子

素子およびそれらの製造方法（日産自動車）

10－107233：半導体記憶装置及びその製造方法（新

日本製鉄）

10－107290：半導体装置およぴその製造方法（シャ

ープ）

10－107291：半導体装置およびその製造方法（シャ

ープ）

10－107293：半導体装置およびその作製方法および

雪子装置（半導体エネルギー研究所）

10－108543：土壌改良剤，喜亥土壌改良剤を用いた培

養鉢および該鉢を用いた鑑賞用鉢物およびその製

造方法（柳川 理）

10－109964：触媒として塩基処理されたゼオライト

を使用するトリエチレンジアミンの合成（エア

プロダクツ アンド CI寸EM INC）

10－110013：結晶性ポリプロピレン（東燃）

10－110042：抗菌性樹脂成形品及びその製造方法

（豊和化成）

1肘110072：シーリング剤組成物（旭硝子）

10－110088：エボキシ樹脂組成物（三井石油化学工

業）

10－110145：金属板加工用表面保護フィルム（日東

電工）

10－110189：洗浄剤組成物（花王）

10－110192：洗濯機槽用洗浄剤組成物（花王）

10－110194：漂白剤組成物（花王）

10－110198：洗浄剤組成物（花王）

10－110268：医療用被覆材（日新電機）

10－110312：耐有機溶剤特性が改善されたパッド材

およびその製造方法（帝人）

10－110381：消臭性編織物及びその製造方法（鐘紡）

10－1†0384：消臭性不繊布及びその製造方法（鐘紡）

10－110487：ブロック（西川仙道）

10－110489：ブロック造（西川仙道）

10－112444：化合物半導体基板（古河電気工業）

10－113383：医療用雛形フィルム（帝人）

川－113498ニ衣類乾燥機（松下電器産業）

10－113502：高純度液体状態の低温流体を生成する

方法および装置（レール リキード SA プー

ル レテエード エ レクスプロワタシオン デ

プロセデ ジョルジェ クロード）

10－113527：濃縮酸素回収方法（住友精化）

10－113529：ガス混合物の第1の成分をガス混合物

の第2の成分から分離するための循環法（ビー

オー シー グループINC）

10－113540：脱硝方法（産業創造研究所，デンヨー，

いすヾ自動車，日産ディーゼル工業，日野自動車

工業，三菱自動車工業）

10－113554：吸着剤及びそれを用いた酸素ガス製造

法（東ソー）

10－113564：ヘテロポリ酸包含触媒（広栄化学工業，

橋本健治）

10－113974：繊維強化熱可塑性樹脂押出成形品（ジ

ェネラル エレクトリック CO）

10－114038：雛形フィルム（帝人）

10－114503：ガス精製方法およびそれに用いる装置

（大同はくさん）

10－114508：不活性ガス流れを精製する方法（ビー

オー シー グループINC）

10－114515：青色合成マイカ及び該合成マイカの製

造方法（トビー工業）

10－114516：ゼオライト膜の製造方法（ノリタケカ

ンパニーリミテド）

10－114531：成形型製作方法（イーストマン コダ

ック CO）

10－114551：複層ガラス（旭硝子）
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10－114552：樹脂スペーサを用いた複層ガラス（旭

硝子）

10－114639：義歯洗浄剤組成物（花王）

10－114692：芳香族化合物の吸着分離方法（東レ）

10－114694：2価フェノール類の分離方法（東レ）

10－114725：メチルアミン類の製造方法（三井石油

化学工業）

10－114807：ビニル芳香族単量体による実質的にシ

ンジオタクチックであり，且つ半結晶性の重合体

の製造法，重合体の使用法，並びにその製造のた

めの装置（ベー アー エス エフ AG）

10－114812：抗菌性軟質ポリウレタンフォームの製

造方法（ブリヂストン）

10－114855：難燃ポリエステルエラストマ一組成物

（住友電気工業）

10－114857：低分子量ポリフェニレンエーテル樹脂

を含む結晶性ポリマーブレンド（ジェネラル エ

レクトリック CO）

10－115597：ガスセンサ（松下電器産業）

10－115711：光学薄膜の製造方法（ニコン）

10－116588：蛍光体薄膜およびその製造方法（松下

電器産業）

10－116702：PTC組成物（古河電気工業）

10－116795：半導体材料の作製装置（半導体エネル

ギー研究所）

10－116941：半導体装置（日東電工）

10－1け819：ペット用トイレ砂（松下電器産業）

10－118408：粉体状凝集剤組成物及び水処理方法

（トーメンコンストラクション）

10－118460：NO∬含有排ガスの浄化方法（東京瓦

斯）

10－118485：窒素一酸素混合ガスの分離剤並びにそ

れを用いたガス分離方法（東ソー）

10－118486：希薄窒素酸化物の濃縮方法（三菱重工

業）

10－118488：吸着材料（名古屋油化，キャタラー工

業）

10－118496：エンジン排ガス浄化触媒の製造方法

（三菱自動車工業）

10－118497：エンジン排ガス浄化触媒とその製造方

法及び前記触媒を用いた排ガス処理装置（三菱自

動車工業）

10－118498：チタノシリカライトをベースにした触

媒と，N，N－ニ置換ヒドロキシルアミンの合成方

法（エルフ アトケム SA）

10－118501：ギブサイトを配合したメソ細孔性FCC

触媒（エクソンリサーチ アンド ENG CO）

10－118629：水質浄化装置及び水質浄化方法（ダイ

ヤゴム）

10－118663：畜産排水の処理方法（ニューバイオ産

業）

10－119柑1：積層成形体の製造方法（三菱化成，日

産自動車，日本ポリケム）

10－119346：画像形成装置（プラザー工業）

10－119421：水性インク用記録材（積水化学工業）

10－119946：耐傷性の向上した環状オレフィン系共

重合体容器（岸本 昭）

10－1柑995：開封兼繰返し密閉可能なキャップ付き

樹脂製密封容器複合体（大成化工）

10－120140ニベルト搬送装置（エヌティエヌ）

10－120434：結晶化ガラス材およびその製造法（麒

麟麦洒）

10－120436：ガラスセラミック誘電体材料（日本電

気硝子）

10－120491：結晶膜の形成方法（松下電器産業）

10－120518：抗菌剤（品川燃料，シナネンゼオミッ

ク）

10－120520：鉱物入り化粧品（松原照子，サミー）

10－120610：非晶性カリックスアレーン組成物およ

びそれを用いる膜製造方法（日本電気）

10－120612：アシル基置換芳香族化合物製造用触媒

およびアシル基置換芳香族化合物の製造方法（東

レ）

10－120613：アシル基置換芳香族化合物の製造方法

（東レ）

10－120672：α－メチレンーr－プチロラクトン類の

製造方法（三菱レイヨン）

10－120705：合成アミノ糖類誘導体及びその製造方

法（ネーテック，焼津水産化学工業）

10－120717：担体として中間細孔分子筋を有する触

媒（ベー アー エス エフ AG）

10－120833：難燃性ポリオレフィン組成物（チッソ）

10－120844：熟可塑性樹脂組成物（宇部興産）

10－120845：熟可塑性エラストマー組成物（三菱化

成，トヨタ自動車，共和レザー）

10－120848：結晶性ポリオレフィン組成物（チッソ）

10－120870：フェノール樹脂成形材料（住友ベーク

ライト）

10－120882：ポリエステル樹脂組成物（東洋紡績）

10－120887：樹脂組成物及びその成形加工品（三井
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石油化学工業）

10－120888：樹脂組成物及びその成形加工品（三井

石油化学工業）

10－120912：熱可塑性樹脂組成物及び押出成形体

（積水化学工業）

10－120923：無機多孔結晶一親水性高分子複合体

（レンゴー）

10－121054：非鱗片状炭素質粉末および黒鉛粉末の

製造法（三菱瓦斯化学）

10－121058：段階的接触分解と水素化処理の統合方

法（エクソン リサーチ アンド ENG CO）

10－121059：段階的接触分解と水素化処理の統合方

法（エクソン リサーチ アンド ENG CO）

10－122990：半導体圧力センサ（北陸電気工業）

10－123030：透過型電子顕微鏡用試料作製方法（シ

ャープ）

10－123983：液晶表示装置（ソニー）

10－125212：小型ヒューズ（エス オー シー）

10－125504：有機質正特性サーミスタとその製造方

法（ティーディーケイ）

10－125601：電界効果トランジスタ（松下電器産業）

10－125608二化合物半導体工ピタキシセルウ工ハ

（昭和電工）

10－125928二半導体装置およぴその作製方法（半導

体エネルギー研究所）

10－125927：半導体装置およびその作製方法（半導

体エネルギー研究所）

10－127158：緑化用軽量植生基材及びこれを用いた

緑化用構築物（小野田セメント）

10－127181：生分解性緑化容器体とそれを用いた繚

化法（内藤高一，島田幸博）

10－127425：ベッド用パッド（栗林幸夫，船井 隆）

10－12ア450ニ脱臭掛け軸（日立化成工業）

10－127741ニ脱臭素子およびこれを用いた脱臭装置

（シャープ）

10－128035：除湿素子および除湿装置（松下精工）

10－128059：燃焼排ガスからこ酸化炭素を回収する

ための2段式吸着分離設備および2段式二酸化炭

素吸着分離方法（韓国エネルギー技術研究所）

10－128062：焼却設備の排ガス処理剤（鐘淵化学工

業）

10－128063：揮発性有機ハロゲン化合物含有気体の

処理方法および装置（住友金属鉱山）

10－128088：排ガス浄化用触媒（豊田中央研究所）

10－128071：速度分離型吸着剤を利用した同位体ガ

スの分離方法（三菱重コ工業）

10－128072：トリチウム水，重水のゼオライトを用

いた分離方法（三菱重工業）

10－128073：N14アンモニアとN16アンモニアの

銅イオン交換ゼオライトを用いた分離方法（三菱

重工業）

10－128106：酸素PSA用吸着剤，その製造法並び

にそれを用いた酸素製造方法（東ソー）

10－128115：担持貴金属触媒およびその製造方法

（コスモ総合研究所，コスモ石油）

10－1281柑二排ガス浄化材及び排ガス浄化方法（リ

ケン）

10－128120：脱アルミニウム化された少なくとも2

つのゼオライトYを含む触媒，および該触媒を用

いる石油留分の従来の水素化転換方法（アンスチ．

フランセ デュ ペトロール）

10－128121：炭化水素接触分解用触媒組成物および

その製造方法（触媒化成工業）

10－128122：排ガス浄化用触媒及び排ガス浄化方法

（豊田中央研究所，トヨタ自動車）

10－128123：排気ガス浄化用触媒及びその製造方法

（日産自動車）

10－128154：集塵電極及び空気清浄機（シャープ）

10－128828：結晶性樹脂シートの製造方法（帝人）

10－128846：簡状積層フィルムの製造法（稲畑産業，

紀戸嘉之）

10－128892：吸湿及び放湿性を有する発泡シート及

びその製造方法（凸版印刷）

10－128893：強化発泡ポリオレフィンシート（萩原

工業）

10－128927：保温性に優れた積層体，不織布および

繊布（日本石油化学）

10－129387：エアバッグカバー（三井石油化学工業）

10－130003：金属酸化物エアロゲルの製造方法（工

業技術院長）

10－130013：クラスター包接材料（豊田中央研究所）

10－130085：作物栄養補助剤及び該作物栄養補助剤

を用いた作物栽培方法（群栄化学工業）

10－130185：多官能ビニル工－テル，重合性組成物，

硬化物，および多官能ビニルエーテルの製法（日

本化薬）

10－130230：触媒反応法（イムペリアル CHEM

fND PLC）

10－130285：有機金属化合物の精製法（古河機械金

属）
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10－130288：モノアル手ルアルシンの製造方法（古

河機械金属）

10－130369：半導体封止用エポ手シ樹脂組成物（住

友ベークライト）

10－130373：半導体封止用エポキシ樹脂組成物（住

友ベークライト）

10－130398：プロピレン系樹脂射出成形体（日本ポ

リケム）

10－130425：透湿性シート（弘進ゴム）

10－130452：熟可塑性エラストマー組成物（三菱化

成）

10－130466：半導体封止用エポキシ樹脂組成物（住

友ベークライト）

10－130494：ポリアミド樹脂組成物，これを用いて

なる車両用鏡体保持部品及び電気機器筐体部品

（ユニチカ）

10－130502：ポリフェニレンスルフィド樹脂組成物

（東ソー）

10－130660：批素および鉛の除去方法（太陽エンジ

ニアリング）

10－130681：脱アルミニウム化された少なくとも2

つのゼオライトYを含む触媒を用いる石油留分の

温和な水素化クラッキング方法（アンスチ．フラ

ンセ デュ ペトロール）

10－130797：ナノ結晶性軟磁性体から成る磁気コア

の製造方法（メカジ）

10－130827：M90ターゲット及びその製造方法（三

菱金属）

10－130848：酸化物の成膜方法（セイコーエプソン，

日本電子）

10－130924：衣服芯材（東レ）

10－131037：抗菌性材料（昭和電工）

10－132374：浴槽加熱装置（ゴールド興産）

10－133314：写真要素（イーストマン コダック

CO）

10－134800：リチウム二次電池用負極活物質及びそ

の製造法（日本電池）

10－134945：電気採暖具（松下電器産業）

10－135136：結晶性半導体作製方法（半導体エネル

ギー研究所）

10－135137：結晶性半導体作製方法（半導体エネル

ギー研究所）

10－135290：発光ダイオード用エビタキシセルウェ

ハの評価方法（日立電線）

10－135472：半導体装置およびその作製方法（半導

体エネルギー研究所）

10－135476：薄膜トランジスタおよびその作製方法

（半導体エネルギー研究所）

10－135477：半導体装置の作製方法（半導体エネル

ギー研究所）

10－135478：半導体装置の作製方法（半導体エネル

ギー研究所）

10－135516：半導体積層構造（日亜化学工業）

10－136956：生鮮食品等の鮮度保持材及びその製造

方法（ブリヂストン）

柑一137098：充填材（山一）

10－137329：空気浄化膜及びその製造方法（シャー

プ）

10－137330：脱臭方法（三洋電機）

10－137529：空気清浄化用フィルター（二村化学工業）

10－137530：多孔質金属酸化物への吸着による不活

性ガスからの02／CO除去（レールリキード

SA プール レテエード エ レクスプロワタ

ウォン デ プロセデ ジョルジュ クロード）

10－137582：空気分離用ゼオライト吸着剤およぴそ

の製造方法（東ソー）

10－137591：酸化分解性脱臭触媒（日本化学工業）

10－137741：卓上型浄水器（ティーディーケイ）

10－138312：結晶性樹脂成形品における結晶化過程

シミュレーション方法およびその装置（東レ）

川－138330：共重合ポリエステルフィルムの製造方

法（ダイアホイルへキスト）

10－138366：樹脂ばねの製造方法（本田技研工業）

10－138423：複合フィルム（ダイセル化学工業）

10－138697：オレフィン系樹脂積層フィルム（アキ

レス）

10－138698：オレフィン系樹脂積層フィルム（アキ

レス）

10－139413：緻結晶購およびその製造方法（富士電

機総合研究所，川崎重工業）

10－139419：非結晶性中間細孔モレキュラーシーブ

の製造方法及びそのモレキュラーシーブ（エコン

LTD）

10－139420：結晶性ゼオライトのリチウムイオン交

換方法（東ソー）

10－139421：結晶質のチタン含有モレキュラーシー

プの製造方法およびこうして製造されるモレキュ

ラーシーブの使用（デグッサ AG）

10－139432：結晶性チタニウムシリケートおよびそ

の製造方法（触媒化成工業）
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10－139594：圧電体薄膜およびその製造法ならびに

それを用いたインクジェット記録ヘッド（セイコ

ーエプソン）

10－139609：抗菌性徴粉末剤，杭菌性塗布剤，抗菌

性散布剤，抗菌性コンクリート，抗菌性セメント

の製造方法及び可燃性防臭抗菌剤の長期使用方法，

水質改良用セラミック，オイル濾過用セラミック

（生熊一仁，捲川真智）

10－139696：ジビニルビフェニルの分離方法（新日

鉄化学）

10－139708：多官能ビニルエーテル，重合性組成物

およぴその硬化物（日本化薬）

10－139726：エステル化生成物の製造方法（工業技

術研究院）

10－139750：メタクリロニトリルの製造方法（旭化

成工業）

10－139855：エポキシ樹脂組成物およびその製造方

法（住友化学工業）

10－139887：樹脂添加剤の配合方法（日本テトラパ

ック）

10－139929：抗菌性樹脂成形体（徳山曹達）

10－139948：自動車外装用ポリプロピレン樹脂組成

物（宇部興産）

10－139955：不織布用ポリプロピレン樹脂組成物

（三菱化成）

10－139958：外装用ポリオレフィン組成物（東燃化

学）

10－139959：自動車外装用ポリオレフィン組成物

（東燃化学）

10－139960：自動車外装用ポリオレフィン組成物

（東燃化学）

10－139977：容器用ポリオレフィン樹脂組成物（チ

ッソ）

10－139979：フェノール樹脂成形材料（住友ベーク

ライト）

10－140012：抗菌性樹脂組成物及び成型品（品川燃

料，シナネンゼオミック）

10－140045：被塗物中の有害物質の放散防止に有効

な塗料組成物（ロックペイント）

10－140129：脱酸素剤（王子製紙）

10－140193：漂白活性化触媒及び該触媒を含有する

漂白剤組成物（ライオン）

10－140420ニ無機微粒子含有繊維とその製造方法

（日本エクスラン工業）

10－141047：内燃機関の排気浄化用触媒装置（日産

自動車）

10－川1051二内燃機関の排気浄化装置（トヨタ自動

車）

10－川1687：脱臭機能付き空気調和機（松下電器産

業）

10－141814：冷凍サイクルの空気除去装置（松下電

器産業）

10－144142：高純度誘電体薄膜形成剤（三菱金属）

10－144230：シャドーマスクのアンチ・ドーミング

組成物及びその製造方法並びにシャドーマスク

（三星電管）

10－144292：非水電解質電池（三洋電機）

10－144570：電気二重層キャパシタ（松下電器産業）

10－144581：半導体製造装置（国際電気）

10－144584：×綽リソグラフィ用マスクメンプレン

（信越化学工業，宝田恭之）

10－144820：レーザー照射システムおよびその応用

方法（半導体エネルギー研究所）

10－144621：多結晶シリコンの製造方法，半導体装

置の製造方法，液晶表示装置の製造方法，及びレ

ーザアニール装置（東芝）

10－144876：高集積強誘電体メモリ（日立製作所）

10－144923：半導体装置の製造方法（シャープ）

10－146177：長期保存性を有するアロエ液汁及びそ

の製造方法（大浜思広）

10－146185：耐熱性バチルス，そのバチルスを有効

成分とする芝草病原菌防除剤，有機質肥料，およ

びその製造方法（浅田商事）

10－148529：ギブサイトおよび希土類酸化物を配合

したメソ細孔性流動接触分解触媒（エクソン リ

サーチ アンド ENG CO）

10－146597：嫌気性処理方法および担体（栗田工業）

10－146600：水処理用微生物剤，その製造法及びそ

の緻生物剤を用いた水の処理方法（ネスコ薬品）

10－146932：積層延伸フィルム（宇部興産）

10－147327：バリアー性紙容器（大日本印刷）

10－147543：炭化水素を芳香族化する方法（フイリ

ップス ペトロリューム CO）

10一川7556：NES構造を有するゼオライトを使用

することによりオレフィンからアミンを製造する

方法（ベー アー エス エフ AG）

10－147615：水素化1，2－ポリブタジエン（宇部興

産）

10－147618：1，2－ポリブタジ工ン系重合体の製造

方法（日本合成ゴム）
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10－147628：半導体封止用工ポキシ樹脂組成物（住

友ベークライト）

10－147663：ゼオライト相溶化剤（東北ムネタカ）

10－147672：エチレン共重合体組成物及びそれを用

いた易開封性シール材料（三井デュボンポリケミ

カル）

10一川7675：スチレン系樹脂成形物（三井石油化学

工業）

10－147677：スチレン系樹脂組成物（三井石油化学

工業）

10－147678：スチレン系樹脂組成物（三井石油化学

工業）

10－147682：冷凍装置及び冷媒圧縮機（出光興産）

10－147720：架橋性樹脂組成物，それから得られる

架橋成形体およびその用途（ダイセル化学工業）

10－147789：塩基性硫化アルカリ土類金属フェネー

ト型清浄剤の製造方法（コスモ総合研究所，コス

モ石油）

10－147827：水素吸蔵合金およびその製造方法（松

下電器産業）

10－149008：トナー補給容器（キャノン）

10－14982芦：非氷雪解液二次電池（三洋電機）

10－149831：電池用電極，その製造方法，およびそ

れを用いた二次電池（東レ）

10－1501川：半導体装置（半導体エネルギー研究所）

10－150200：薄膜トランジスタおよびその製造方法

（シャープ）

10－150202：薄膜トランジスタ及びその製造方法

（シャープ）

10－150982：バイオリアクター用担体およびその製

造方法（秋田県，ティーディーケイ）

10－151301：混合液から晶析により物質を分離乃至

精製する方法（三井石油化学工業）

10－151329：多孔質体及びその製造方法（京セラ）

10－151343：焼却設備の排ガス処理剤（鐘淵化学工

業）

10－151349：アンモニア分解触媒及びその使用方法

（日立製作所，日立プラント建設）

10－151351：炭化水素の転換用触媒組成物（フイリ

ップス ペトロリューム CO）

10－151352：排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

10－151353：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

10－151357：触媒の製造方法（東京濾器，マツダ）

10－151443：有機物含有水の処理方法（三菱金属）

10－152305：酸素ガス製造装置および酸素ガス製造

方法（日本酸素）

10－152317：メソポーラス粉体及びその製造方法

（資生堂）

10－152319：ゼオライト膜の製造方法（ノリタケカ

ンパニーリミテド）

10－152491：結晶性カルパペネム化合物（第⊥製薬）

10－152524：新規グラフト樹脂およびその製造方法

（巴川製紙所）

10－152527：ポリビニルアルコール系重合体及び包

装材料，及びコーティング用組成物（凸版印刷）

10－152558：結晶性ポリイミドの製造方法（日本合

成ゴム）

10－152579：杭菌性付与抗血栓性組成物（東洋紡績）

10－152588：熱可塑性エラストマー組成物（理研ビ

ニル工業）

10－152597：プロピレン系樹脂組成物（日本ポリケ

ム）

10－152844：鋳鉄管用粉体塗料（栗本鉄工所，大日

本インキ化学工業，名神）

10－152700：高嵩密度洗剤組成物の製造方法（花王）

10－152908：建築構築用防音材（五十嵐 宏）

10－152964：建築物のシックビル症候群対策用の内

装の積層構造（ロックペイント）

10－153383：冷凍サイクルの空気除去装置及び二酸

化炭素発生装置（松下電器産業）

10一柑3796：液晶表示装置及びその作製方法（半導

体エネルギー研究所）

10－154415：高分子固体電解質およびこれを用いた

リチウム2次電池と電気2重層キャパシタ（ティ

ーディーケイ）

10－154619：硬質磁性膜構造体と，それを用いた磁

気抵抗効果素子，磁気ヘッド，磁気記録再生ヘッ

ド，磁気記録媒体および磁気記憶装置（東芝）

10－154628：コンデンサ（指月電機製作所）

10－154767：配線基板及びその製造方法（京セラ）

10－155418：果菜類の環境制御貯蔵方法（三菱重工

業）

川－155882：脱臭体（松下電器産業）

10－155890：触媒式空気浄化装置（ダイキン工業）

10－156144：排ガス浄化触媒（岩本正和，日野自動

車工業）

川－156181：排気ガス浄化触媒（日野自動車工業）

10－156335：廃液処理法（旭化成工業）

10－156829：熱可塑性樹脂で被覆され連続繊維で強

化された鞘芯構造の強化熟可塑性樹脂構造物（チ
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10－156885：結晶性熱可塑性樹脂射出成形品の機械

的強度予測方法（三菱樹脂）

10一柑6988：光触媒機能を有する合成樹脂成形品及

び物品（大日本印刷）

10－157030：金属蒸着複合ポリプロピレン系フィル

ム（東レ合成フィルム）

10－158013：リチウムゼオライトA型及びリチウム

ゼオライト×型のゼオライトを含有する結合剤を

含まない分子ふるいゼオライト粒体（バイエル

AG）

10－158038：テクスチャー付磁気ディスク用ガラス

基板の製造方法（日本板硝子）

10－158099：半導体結晶の製造方法及びそれに用い

る装置（住友電気工業，ソニー，技術研究組合オ

ングストロームテクノロジ研究機構，工業技術院

長）

10－158115：化粧料（資生堂）

10－158147：皮膚保護用の被膜組成物とそれを用い

た製品（中村憲司，中村興司）

10－158201：ベンゼンまたはトルエンのアルキル化

によるポリアル手ルベンゼンの製造方法（コスモ

総合研究所，コスモ石油）

10－158333：1，2一ポリブタジエン系重合体の製造

方法（日本合成ゴム）

10－158432：抗菌性付与抗血栓性材料（東洋紡績）

10－158442：ポリプロピレン系樹脂組成物（住友化

学工業）

10－158454：N，N一ジメチルー6－アミノウラシルで

安定化された硬質PVC（チバ スペシャルティ

CHEM ホールディングINC）

10－158479：半導体封止用樹脂組成物（住友ベーク

ライト）

10－158528：樹脂組成物及びその成形体表面への導

体形成方法（日本電気）

10－158608：感圧粘着ラベル（王子油化合成紙）

10－158625：反応性ホットメルト型接着剤（積水化

学工業）

10－158699：結晶性アルカリ金属ケイ酸塩顆粒の製

造方法（花王）

10－158826：M！IOターゲット及びその製造方法（三

菱金属）

10－159543：排気ガス浄化装置の劣化診断方法（日

産自動車）

10－160092：真空断熱材（日立製作所）

10－180697：検知素子（松下精工）

10－161549二画像表示装置（ソニー）

10－162335：磁気記録媒体（三菱化成）

10－162354：ガラス基板を用いた磁気ディスク媒体

の製造方法（日本板硝子）

10－162858：非水電解液二次電池（日本電装，シャ

ープ）

10－163065：コンデンサ用ポリエステルフィルム，

金属化ポリエステルフィルムおよびフィルムコン

デシサ（東レ）

10－163135二半導体加工用シート及びそのシートを

用いたダイシング方法並びに研磨方法（ディスコ）

10－163193：半導体装置の作製方法（半導体エネル

ギー研究所）

10－163211：バンプ形成用板部材の製造方法及びバ

ンプ形成方法（富士通）

10－163495：半導体装置及びその製造方法（シャー

プ）

10－163497：薄膜トランジスタ及びその製造方法

（シャープ）

10－163528：打－Ⅴ族窒化物結晶膜を備えた素子，

およびその製造方法（古河電気工業）

10－163565二半導体レーザ（三洋電機，鳥取三洋電

機）

10－165490：脱臭体およびその製造方法（松下電器

産業）

10－165733：濾材（松下電器産業）

10－165808：ノルマルプロピルブロマイド除去用吸

着剤及びそれを用いた除去方法（東ソー）

10－165807：臭化メチル除去用吸着剤及びそれを用

いた除去方法（東ソー）

10－165808：改良脱臭剤（日揮ユニバーサル）

10一柑5810：無機質吸着材結合体およぴその製造法

（オオタケセラム）

10－165811二光触媒組成物とその形成剤および光触

媒組成物付き基体（旭硝子）

10－165819：排気ガス浄化用触媒及びその使用方法

（日産自動車）

10－165937：水処理剤，水処理方法およびアルカリ

イオン水整水器（富田製薬）

10－165965：アンモニア含有廃液の処理方法（荏原

工業洗浄）

10－165995：含油汚泥の処理方法（日本セメント）

10－168000：下水汚泥の処理方法（日本セメント）

10－166166：アルミノテルミット混合物（ェレクト
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10－167704：オゾン発生装置（明電舎）

10－167718：薄膜状ゼオライトの製造方法（東ソー）

10－167719：支持体を有しない薄膜状ゼオライトの

製造方法（東ソー）

10－167728：結晶性金属酸化物の形成方法（荏原製

作所）

10－167781：モルタルおよびコンクリートの品質改

良用添加材（鉄道総合技術研究所）

10－167799：ケイ酸カルシウム成形体およびそれを

用いた真空断熱材（三菱化成）

10山167803：遠赤外線放射特性を有すると共に，抗

菌性，脱臭性，防カビ性および防虫性を有する複

合セラミックスとその製造方法（ジェガラニン，

前田信秀）

10－167857：硬化体の製造方法（小野田セメント）

10－167989：オレフィンの異性化方法およびそれに

用いる触媒（日本触媒化学工業）

10－167990：高級アルコール，（ポリ）アルキレング

リコールモノ高級アルキルエーテル，（ポリ）アル

キレングリコールジ高級アルキルエーテル，長鎖

オレフィンの製造方法および長鎖オレフィンの異

性化方法とそれに用いる触媒（日本触媒化学工業）

10－167991：長鎖オレフィンおよび（ポリ）アルキレ

ングリコールモノ高級アルキルエーテルの製造方

法ならびにそれらに用いる触媒（日本触媒化学工

業）

10－167992：オレフィンの異性化方法およびそれに

用いる触媒（日本触媒化学工業）

川－167993：長鎖オレフィンおよび（ポリ）アル手レ

ングリコールモノ高級アルキルエーテルの製造方

法ならびにそれらに用いる触媒（日本触媒化学工

業）

10－167995：トルエンのメチル化によるキシレン類

の製造方法（コスモ総合研究所，コスモ石油）

10－167996：トル工ンの不均化によるキシレン類の

製造方法（コスモ総合研究所，コスモ石油）

10－167997：2－メチルナフタレンの製造方法（神

戸製鋼所，モービル オイル CORP）

10－188004：オレフィンの水和によるアルコールの

製造方法およびそれに用いる触媒（日本触媒化学

工業）

川－168005：オレフィンの水和によるアルコールの

製造方法およびそれに用いる触媒（日本触媒化学

工業）

10－168008：環状アルコールの製造方法（三菱化成）

10－168012：（ポリ）アルキレングリコールジ高級ア

ルキル工－テルの製造方法およびそれに用いる触

媒（日本触媒化学工業）

10－168013：（ポリ）アルキレングリコールジ高級ア

ルキルエーテルの製造方法およびそれに用いる触

媒（日本触媒化学工業）

10－168014：高級第2級アルコールアルコキシレー

ト付加物およびその製造方法並びにそれを含有す

る洗浄剤および乳化剤（日本触媒化学工業）

10－168015：くポリ）アル手レングリコールモノ高級

アルキルエーテルの製造方法（日本触媒化学工業）

10－168016：（ポリ）アルキレングリコールモノ高級

アルキルエーテルの製造方法（日本触媒化学工業）

10－168017：（ポリ）アルキレングリコールモノ高級

アルキルエーテルの製造方法（日本触媒化学工業）

10－168018：（ポリ）アルキレングリコールモノ高級

アルキル工－テルの製造方法（日本触媒化学工業）

10－168019：（ポリ）アルキレングリコールモノアル

キルエーテルの製造方法（日本触媒化学工業）

10－168093：結晶性粉末糖質とその製造方法並びに

用途（林原生物化学研究所）

10－168113：高結晶性ポリプロピレン（徳山曹達）

10－168170：ポリエステル樹脂（東洋紡績）

10－168242：オレフィン系熱可塑性エラストマー組

成物（三井石油化学工業）

10－168252：シュリンク包装用フィルム（グランド

ポリマー）

10－168284：熟硬化性樹脂組成物およびそれを用い

た半導体装置（日東電工）

10－168290：樹脂組成物（日本合成ゴム）

10－168294：杭菌性ポリカーポネート樹脂組成物

（帝人化成）

10－168344：水滴付着防止性を有する自動二輪車計

器盤用カバー，及び自動二輪車計器盤（東陶機器）

10－168387：紫外線硬化性木質基材用塗料組成物及

び木質基材の塗装方法（中国塗料）

10－168417：ホットメルト接着剤（積水化学工業）

10－168463：油の流動接触分解方法（日本石油，石

油産業活性化センター）

10－168465：ベンゼンを含む石油製品の水素還元・

異性化方法（中国石油股ふん）

10－168484：液体クレンザー組成物（花王）

10－168485：高密度洗剤組成物（花王）

10－168502：高熱伝導率複合材（大阪瓦斯）
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10－168623：抗菌性塩化ビニル手袋（ショーワ）

10－168729：長繊維不織布及びそれを用いた吸収性

物品（チッソ）

10－168749：抗菌性不織布（信越ポリマー）

10－168750：抗菌性繊維状活性炭及びその製造方法

（中村物産，カクイ）

10－169432：エンジンの排気浄化装置（富士重工業）

10－169434：排ガス浄化方法及びそれに用いる排ガ

ス浄化システム（日本碍子）

10－169886：工業用水の循環装置（広島アルミニウ

ム工業）

10－169889：断熱材パック（シャープ）

10－170464：CO検出用ガスセンサ（エヌオーケー）

10－1ア0477：ガスセンサおよびそれを用いたガス成

分測定方法（日本碍子）

10－170961：液晶表示装置およびその作製方法（半

導体エネルギー研究所，シャープ）

10－171595：マウスパッド（東レ デュボン）

10－172545：水素吸蔵合金電極（三洋電機）

10－け2563ニペースト式ニッケル極の製造方法及び

アルカリ蓄電池の製造方法（東芝電池）

10－172737：脱臭機能付ヒータワイヤ（クラベ）

10－172910：半導体膜のレーザアニール方法（シャ

ープ）

10－172911：レーザーアニール方法およびレーザー

アニール装置（半導体エネルギー研究所）

10－け3196：半導体装置およびその製造方法（シャ

ープ）

10－173228：化合物半導体基板および半導体発光素

子（リコー）

10－1ア3243二熱電変換素子（東レ）

10－173288：窒化物系Ⅲ－Ⅴ族化合物半導体層の成

長方法および窒化物系Ⅲ－Ⅴ族化合物半導体基板

の製造方法（ソニー）

10－174637：商品陳列棚（三洋電機）

10－174842：有毒ガスの除害方法（日本酸素）

10－174846：排ガス清浄化触媒及びその使用（デグ

ッサ AG）．

10－174867：排気ガス浄化用触媒および排気ガスの

浄化方法（ェヌ イーケムキャット）

10－174871：合成ガス製造触媒及び合成ガスの製造

方法（日本鋼管）

10－174873：水素製造触媒及び水素の製造方法（日

本鋼管）

10－174874：アルキレンオキシド，アルコール，ア

ルデヒドおよびケトンのアミノ化用触媒（ベー

アー エス エフ AG）

10－174878：ディーゼルエンジン排ガス浄化用触媒

（日野自動車工業）

10－175813：無機光互変化合物を含有する化粧品組

成物（ロレアル）

10－175896：アルコールの製造方法（三菱化成）

10－175899：含フッ素工－テル化合物の製造法（花

王）

10－175929：十分に低い吸湿性を有するグリシンー

N，N－ジ酢酸誘導体からの結晶性固体の製造法

（ベー アー エス エフ AG）

10－175945：ジチオエーテルの製造法（東燃化学）

10－175958：イソ手ノリン及びチエノピリジン類の

分離方法，並びに低硫黄イソキノリンの製造方法

（新日鉄化学）

10－け8009：プロピレンーエチレンブロック共重合

体の製造方法（東燃）

10－176010：プロピレンーエチレンブロック共重合

体の製造方法（東燃）

10－176032：半導体封止用エポキシ樹脂組成物（住

友ベークライト）

10－176035：半導体封止用エポキシ樹脂組成物（住

友ベークライト）

10－176047：固相重合によるポリカーポネートの製

造方法（ジェネラル エレクトリック CO）

10－176058：有機／無機複合体（イーストマン コ

ダック CO）

10－176065：球状ポリマ一徹粉末の製造方法（大日

本インキ化学工業）

10－け8088：ポリプロピレン系二軸延伸フィルム

（チッソ）

10－176072：ポリエステル樹脂光散乱反射フィルム

およびその製造方法（三井石油化学工業）

10－176097：フェノール樹脂成形材料（住友ベーク

ライト）

川－け6191：硬質裏面用漂白剤組成物（花王）

10－176262：蒸着装置（日本真空技術）

10－178661：真空装置（ソニー）

10－177816：高純度誘電体薄膜（三菱金属）

10－17ア818：電気絶縁ケーブル及びそのケーブルと

ハウジングの接続構造（住友電気工業）

10－177955：半導体装置の製造方法（セイコーエプ

ソン）

10－け795アニ有機金属気相成長方法（日立電線）
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10－178026：結晶成長方法およぴそれを利用した半

導体発光素子の製造方法（ソニー）

10－178068：半導体集積回路接続用基板およびそれ

を構成する部品ならぴに半導体装置（東レ）

10－178883：イグサの移植用ポット苗の育苗培土及

び根鉢部固化方法（みのる産業）

10－178952：犬描の糞尿処理材およびその製造方法

（刀川平和農園）

10－179350：防曇鏡（セントラル硝子）

‖ト179709：脱臭機能付自動車用遮光パネル（日立

化成工業）

10－180003：液体状態の不活性流体を水素および／

または一酸化炭素不純物に対して精製する方法お

よび装置（レール リキード SA プール レ

テエード エ レクスプロワタシオン デ プロ

セデ ジョルジェ クロード）

10－！80034：脱臭装置（日本製鋼所）

10－180041：排ガス浄化用触媒及び排ガス浄化シス

テム（日本碍子）

10－180042：ヒドラジン含有水蒸気の処理方法及び

その触媒（三井石油化学工業）

10－180060：無機分離膜シール用組成物（ノリタケ

カンパニーリミテド）

10T180090：揮発性有機化合物吸着剤及びその製造

方法（コスモ総合研究所，コスモ石油）

10－180092：焼結積層吸着体およびその製造法（オ

オタケセラム）

10－180096：排ガス浄化用触媒（キャタラー工業，

トヨタ自動車）

10－180113：排ガス浄化触媒及びその製造方法（日

野自動車工業）

10－180299：高含水汚泥のハンドリングの改善方法

（三菱金属）

10－180864：ポリオレフィン成形体の製造方法（積

水化学工業）

10－180933：無機一有機層状高分子単層膜およびそ

の多層積層膜（豊田中央研究所）

10－180粥4：二軸延伸複層フィルム（三菱化成）

10－181735：環状オレフィン系共重合体から成る延

伸成形容器（岸本 昭）

10－182144：メソポーラスな分子ふるい材料の製造

方法（ファインセラミックスセンター）

10－182149：新規なCa・M9複合炭酸塩類，その製

造方法及び制酸剤（富士化学工業）

10－182186：接着用ガラス組成物（サムスン コー

ニング CO LTD）

10－182207：ファイバー制御型調湿性ボードおよび

その製造方法（宮城県，日本防火ライト工業，新

東北化学工業，鹿島建設，高橋順子）

川－182265二凝灰宕系砂岩成形体の改質法（森田石

材）

10－182273：液肥と製造方法及び装置（国分農場）

10－182291：強誘電体薄膜の製造方法，強誘電体薄

膜被覆基板及びキャパシタ（シャープ）

10－182456：高血圧治療用医薬組成物（へキスト

AG）

10－182508：アルキル化／アルキル交換方法におけ

る熱一体化（フイナ テクノロジーINC）

10－182509：気相アルキル化一液相アルキル交換方

法（フイナ チクノロジーINC）

10－182510：触媒の安定性を向上させたアルキル化

方法（フイナ テクノロジーINC）

10－182511：ジビニルベンゼン顆の分離方法（新日

鉄化学）

10－182512：イソプロペニルベンゼン類の分離方法

（新臼鉄化学）

10－182539：0－フクルアルデセドークリしタルアル

デセド水溶液の製造方法（デー エス エム ヘ

ミー リンツ GMBH）

10－182561：炭酸エステルの製造方法（千代田化工

建設）

10－182562：表面酸性度失活ゼオライト触媒を使用

するトリエチレンジアミンの製造（ェア プロダ

クツ アンド CIIEM INC）

10－182575：t－プチルヒドラジンの精製方法（日

本バイオニクス）

10－182589：アミンオキシドの製造方法（日本油脂）

10－182639：ド手サゾシン・メシレートの新規な形

態Ⅰ（ホイマン ファルマ GMBIl）

10－182640：ドキサゾシン・メシレートの新規な形

態∬（ホイマン ファルマ GMBH）

10－182641：ドキサゾシン・メシレートの新規な形

態Ⅲ（ホイマン ファルマ GMBH）

10－182719：プロピレンーエチレンブロック共重合

体の製造方法（東燃）

10－182765：プロピレンーエチレンブロック共重合

体の製造方法（東燃）

10－182789：工ポキシ樹脂組成物及び半導体封止材

料（大日本インキ化学工業）

10－182872：寸法精度に優れた摺動部材用樹脂組成
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物（住友化学工業）

川－182909：難燃性塩化ビニル樹脂成形体（タキロ

ン）

10－182954：ポリエステルエラストマ樹脂組成物

（東レ デュボン）

10－182965：難燃性ポリアミド樹脂組成物（東洋紡

績）

10－183013：金属系基材用コーティング組成物並び

に関連プロセス（ジェネラル エレクトリック CO）

10－183023：筆内汚染対策用塗料（関西ペイント）

10－183104ニガラス研磨用研磨材組成物（昭和電工）

10－183184：高嵩密度拉状洗剤組成物（ライオン）

10－183柑5：高嵩密度粒状洗剤組成物の製造方法

（ライオン）

10－183338：成膜方法及び装置（日新電機）

10－183436：高強力ポリプロピレンスリットヤーン

（萩原工業）

10－185070：樹脂管継手（積水化学工業）

10－185090：ガス燃料中継設備（東京瓦斯，石川島

播唐重工業，アイ エイチ アイ プランテック）

10－185094：窒素ガス自動供給装置（クラレケミカ

ル，山陽電子工業）

10－185352：吸着式冷凍装置の吸着コア（日本電装）

10－185357：熱交換器（三菱自動車工業）

10－186716：熟定着用トナー組成物及び画像形成方

法（富士ゼロックス）

10－186724：熟定着用トナー組成物及びその製造方

法及び画像形成方法（富士ゼロックス）

10－189449：結晶性半導体膜の製造方法，および薄

膜トランジスタの製造方法（セイコーエプソン）

10－192699：吸着材（日本碍子）

10－192702：自動車排ガス浄化用吸着材（日本碍子）

10－192713：排気ガス浄化用触媒及びその使用方法

（日産自動車）

10－192714：一酸化炭素または二酸化炭素からのイ

ソブタン製造用触媒およびイソブタンの製造方法

（工業技術院長）

柑－194709：酸素および窒素を含むガス混合物を分

離するための方法（レールリキード SA プー

ル レテエード エ レクスプロワタシオン デ

プロセデ ジョルジュ クロード）

10－194728二着色剤充填分子ふるい（チバ スペシ

ャルティ CHEM ホールディングINC）

10－194729：耐水熱性改質ゼオライトの製造方法

（日産自動車）

10－194730：結晶性アルミノ珪酸塩含有微小球状成

形体およびその製造方法ならびにそれからなる流

動床反応用触媒（東燃）

10－195001：メチルシクロペンタン含有炭化水素の

製造方法（ジャパンエナジー）

10－195029：トリエチレンジアミンの製造方法（ェ

ア プロダクツ アンド CHEM INC）

10－195055：ジメチルイミダゾリジノンの製造法

（三井石油化学工業）

10－195453：炭化水素油の接触分解用触媒（コスモ

総合研究所，コスモ石油）

10－196469：自動車燃焼ガス浄化器と燃料タンク焼

成効率のアップ（田中友蘭）

10－199806：結晶性珪素膜の作製方法（半導体エネ

ルギー研究所）

10－199807：結晶性珪素膜の作製方法（半導体エネ

ルギー研究所）

10－202107：排気ガス浄化用触媒及び排気ガス浄化

方法（マツダ）

10－202109：Nq含有排ガス浄化用触媒，その製造
方法及びその浄化方法（東京瓦斯）

10－202112：触媒皮膜およびこれを利用した加熱調

理器（シャープ，オキツモ）

10－202116：βゼオライト触媒の再生法（旭化成工

業）

10－204445：脱アルミニウムゼオライトNU－86を

用いて炭化水素仕込原料を分解する方法（アンス

チ．フランセ デェ ペトロール）

10－205323：内燃機関の排気浄化用触媒装置（日産

自動車）

10－205326：内燃機関の排気浄化用触媒装置（日産

自動車）

10－210855：浄水場発生土にゼオライトを添加して

得られる植物育成培地とその製造法（住友林業）

川－211432：混合硫化物含有触媒および炭化水素の

水素化精製および水素化転化への利用（アンスチ．

フランセ デュ ペトロール）

川－212川1：水素と酸素製造用触媒及び水の熟分解

による水素と酸素製造方法（イオン管財）

10－212103：水素精製でのPSA法の改良（セカ

SA）

10－212104二燃料電池用水素の精製方法（地化成工

業，野口研究所）

10－2121け：NaX型ゼオライト膜の製膜法（三井造

船）
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10－212250：ジシクロペンタジエンの異性化方法

（丸善石油化学）

10－212251：メタキシレンの製造方法（帝人）

10－212486：場合によっては脱アルミニウムされた

ゼオライトlM－5を含む触媒による炭化水素仕込

原料のクラッキング方法（アンスチ．フランセ

デュ ペトロール）

10－216511：吸着分離剤及び吸着分離方法（東レ）

10－216526：炭化水素流動接触分解用触媒組成物

（触媒化成工業）

10－218805：ハロゲン化エチルベンゼン異性体の分

離方法（東レ）

10－218808：高級アルコールおよび（ポリ）アルキレ

ングリコール高級アルキル工－テルの製造方法並

びにそれらに用いる触媒（日本触媒化学工業）

10－218812：環状アルコールの製造方法（三菱化成）

川－2188柑：（ポリ）アルキレングリコールモノアル

キルエーテルの製造方法（日本触媒化学工業）

10－225617：燃焼排ガス中の水銀除去方法（東ソー）

川－225635：ディーゼル排ガス浄化用触媒（トヨタ

自動車）

10－225636：排ガス浄化用触媒（トヨタ自動車）

10－225637：ガス中の有害物質を減少するための触

媒（ダイムラー ベンツ AG）

10－226514：メソ孔質固体の製造方法，該固体およ

びその使用（マックスープランクーゲゼルシャフ

ト ツール フェルデルング デル ヴィッセン

シャフテン エー
フアウ）

10－231259：ジアリールメタンの製造方法（日本石

油化学）
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この春のハンガリー訪問の際に，珍しいゼオライト入りワインを手に入れてきました。ハンガリーの

大学の先生に教えて頂いたもので，貴腐ワインで有名なトカイ地方の最近の製品だそうです。ボトルの

底に石が入っており，ラベルの中央に“zeolitos”と書かれています。試飲してみたところ，白ワインと

いうよりは梅酒のような，甘いワインでした。「この石は本当にゼオライトだろうか？」という疑問が

当然湧きます。半信半疑でⅩRDを測ってみると…，トカイ地方で産出するとされるクリノプチロ■ライ

トがかなり含まれていました。マジャール語の辞書を片手に何とか調べてみると，健康に良いというよ

うなことがラベルに書かれているようです。

様々な新物質が合成されていますが，学術的には話題を呼ぶような新材料であってもなかなか適切な

用途が見つからないのが現状だと思います。とはいえ，思いもかけない所から斬新な利用法が出てくる

ことも期待しています。 （K．M．）
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